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して える。
　市では、大規模な地震を想定した防災訓練を市内の
各小学校を対象に順次行っています。（今年の実施校
は、関城西小学校、大村小学校、河間小学校）
　今年は、起震車による地震の疑似体験や放水体験、
消火器やバケツリレーでの初期消火訓練を実施。児童
や教師、保護者のほか地元自治会も参加しました。
　また、防災ヘリコプターでの救助訓練の見学もし、
いつ起こるかわからない災害に備え、防災意識を高め
ました。　　　　　　　　　　（写真は関城西小学校）

特集　消防・防犯
決算報告
行政ニュース
まちのわだい
お知らせ
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起震車

初期消火訓練 防災ヘリコプター



【
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
！
】

　

火
災
発
生
時
は
、
早
期
発
見
・
通

報
が
重
要
で
す
。
火
災
を
発
見
し
た

ら
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇せ

ず
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
法
改
正
に
よ
り
、
一
般
家
庭

も
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
警
報
器

の
お
陰
で
ボ
ヤ
で
済
ん
だ
事
例
も
あ

り
ま
す
。
未
設
置
の
家
庭
は
早
め
に

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

身
近
に
発
生
す
る
火
災
の
原
因
と

そ
の
予
防
方
法
に
つ
い
て
、
筑
西
市

内
を
管
轄
す
る
筑
西
消
防
署
の
柴
管

理
課
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

【
※
た
き
火
か
ら
の
引
火
に
注
意
！
】

　

市
内
で
多
く
見
ら
れ
る
火
災
原
因

で
す
。
火
が
消
え
た
と
思
っ
て
そ
の

場
か
ら
離
れ
て
も
、
実
は
消
火
が
不

十
分
で
、
風
に
乗
っ
た
火
種
が
建
物

に
引
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
初
か
ら
最
後
ま
で
目
を

離
さ
ず
、
後
始
末
は
し
っ

か
り
し
ま
し
ょ
う
！

【
実
は
多
い
放
火
に
注
意
！
】

　

火
の
気
の
な
い
と
こ
ろ
に
火
災
が

発
生
す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

家
や
店
舗
の
周
り
に
、
段

ボ
ー
ル
な
ど
の
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
、
常
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
！

消消
防

　

平
成
23
年
中
に
市
内
で
発
生
し
た

火
災
は
52
件
で
、
22
年
中
に
発
生
し

た
37
件
を
15
件
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

内
訳
は
、
建
物
火
災
40
件
、
車
両

火
災
５
件
、そ
の
他
の
火
災
が
７
件
。

出
火
原
因
は
、
た
き
火
と
放
火
（
疑

い
含
む
）
が
多
く
見
ら
れ
、
コ
ン
ロ

や
タ
バ
コ
が
後
に
続
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の
火
災
発
生
件
数
は

10
月
14
日
現
在
34
件
と
、
乾
燥
季
を

前
に
22
年
の
発
生
件
数
に
近
づ
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
週
間
（
11
月

９
日
〜
15
日
）
の
期
間
中
、
午
前
７

時
に
防
災
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
自
動
車

に
よ
る
火
災
予
防
啓
発
パ
レ
ー
ド
も

行
い
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
え
な

い
で
く
だ
さ
い
。犯犯
　　　安心・安全なくらしのために特集

市
内
の
火
災
発
生
状
況

市
内
で
の
火
災
予
防
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

筑西広域市町村圏事
務組合筑西消防署
管理課長

 柴
しば

  修
しゅういち

一さん

問
い
合
わ
せ

筑
西
消
防
署  

☎
24

−

４
５
０
４

全
国
統
一
防
火
標
語

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

ポイント

【
危
な
い
の
は
“
寝
タ
バ
コ
”
だ
け

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
！
】

　

タ
バ
コ
は
、
し
っ
か
り
処
分
し
な

い
と
火
災
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り

危
険
で
す
。
例
え
ば
、
他
の
ゴ
ミ
が

入
っ
た
袋
に
一
緒
に
入
れ
た
た
め
に

出
火
し
た
り
、
ガ
ラ
ス
の
灰
皿
に
吸

い
殻
を
大
量
に
放
置
し
た
た
め
に
熱

を
も
ち
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
畳
に
引

火
す
る
な
ど
、
予
想
外
の
火
災
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

灰
皿
は
こ
ま
目
に
掃
除
し
、
水

で
完
全
に
消
火
し
て
か
ら
捨
て

る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
！

ポイント

ポイント

　筑西市消防団は、平成 17 年の４市町合併
と同時に新たに誕生しました。現在は43分団、
団員 834人で構成。団員はみな会社員や自営
業の人など、有志からなります。
　消防団の活動といえば、火災発生時の消火
活動です。火災が発生すると、消防団員が各
自集合してポンプ車を出動させ、消防署と協
力して消火活動に努めます。
　また、水防訓練や操法訓練の他、各小学校
の防災訓練（関連：表紙）にも参加し、市民
の防災意識の高揚にも一役買っています。

　そう語るのは、筑西市消
防団長の富田さん。25 歳
で入団し、団員や家族に支
えられながら活動を続けて
きました。
「災害のない町を目指し

て、一緒に地域を守りませんか。市民の安全
と絆を守る消防団に、ぜひ参加してください」。

地域を守る
みんなで守る 消 防 団

市民の安心・安全を守る
ことが、消防団員として
のやりがいです。

筑西市消防団長

富
と み た

田 宏
ひ ろ し

司さん

「
消
す
ま
で
は  

出
な
い
行
か
な
い  

離
れ
な
い
」

　
11
月
９
日
〜
15
日
は
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
週
間
で
す
。
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
必
要
で
す
。

※現在、野焼きは原則禁止されています。詳しくは、「ピープルお知らせ版」10月 15日号をご覧ください。



犯

【
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て
も
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う
】

　

色
々
な
手
口
の
振
り
込
め
詐
欺
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
あ
ら

か
じ
め
家
族
で
被
害
防
止
対
策
を
話

し
合
っ
て
お
く
。
犯
人
の
巧
妙
な
話

術
や
犯
行
手
口
で
被
害
に
あ
う
事
例

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
常
時
留
守

番
電
話
に
設
定
し
て
お
き
、
犯
人
と

の
直
接
会
話
を
遮
断
す
る
な
ど
被
害

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
の
大
き
な
特
徴

は
、
無
締
ま
り
、
つ
ま
り
鍵
を
か
け

ず
に
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

空
き
巣
の
約
45
％
、
自
転
車
盗
の

74
％
、
忍
び
込
み
に
あ
っ
て
は
な
ん

と
１
０
０
％
が
鍵
を
か
け
な
い
で
被

害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。　

　

県
内
の
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
、

平
成
14
年
に
６
７
，
０
０
０
件
余
り

を
記
録
し
ま
し
た
。

　

犯
罪
件
数
の
多
さ
か
ら
「
地
域
の

安
全
は
自
分
た
ち
で
」
と
叫
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
自
主
防
犯
活
動
団
体

が
年
々
増
加
し
、
警
察
と
の
連
携
を

図
っ
て
防
犯
対
策
を
と
っ
て
き
た
結

果
、
平
成
15
年
か
ら
昨
年
ま
で
犯
罪

が
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

　

筑
西
警
察
署
管
内
で
も
同
様
に
減

少
し
、
昨
年
は
１
，
４
９
６
件
と
筑

西
警
察
署
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て

１
，
５
０
０
件
を
割
り
ま
し
た
。
今

年
も
昨
年
を
下
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

市
民
安
全
課　
内
線
４
５
８

問
い
合
わ
せ

　　　安心・安全なくらしのために特集

 

筑
西
警
察
署
管
内
の
刑
法
犯

 

は
昨
年
「
１
，
４
９
６
件
」

 

一
つ
一
つ
の
事
件
の
実
態
を

 

見
て
み
る
と

　

犯
罪
件
数
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
一
つ
一
つ
の
事
件
を
見
て
み
る

と
、
空
き
巣
、
忍
び
込
み
、
車
上
狙

い
、
乗
り
物
盗
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
は

み
ん
な
の
願
い
で
す
。車上荒らしがあなたの

車を狙っています

 「
侵
入
犯
罪
」
防
止
対
策

ポイント
【
家
の
窓
の
す
べ
て
に
鍵
を
】

　
　
　
　
空
き
巣
の
犯
行
時
間
は

　
　
　
　
非
常
に
短
く
、
わ
ず
か
10

　
　
　
　

分
程
度
。「
ち
ょ
っ
と
そ

こ
ま
で
」
と
つ
い
鍵
を
か
け
な
か
っ

た
と
き
に
狙
わ
れ
る
の
で
す
。

第
一
の
防
犯
方
法
は
家
の
鍵
を
す
べ

て
か
け
る
こ
と
で
す
。

【
見
通
し
の
良
い
外
構
え
を
】

塀
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
囲
い
は
、
死
角
に

な
ら
な
い
よ
う
に
格
子
タ
イ
プ
に
す

る
の
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
多
額
の
現
金
は
家
の
中
に
保

管
せ
ず
、
通
帳・印
鑑・キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
保
管
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
泥
棒
が
嫌
が
る
家
に
し
ま
し
ょ
う
】

ト
イ
レ
や
浴
槽
の
窓
に
は

格
子
を
設
置
す
る
、
２
階

以
上
へ
の
侵
入
の
足
場
を

つ
く
ら
な
い
、
窓
に
は
二
重
ロ
ッ
ク

を
す
る
、
家
の
周
り
の
照
明
を
明
る

く
す
る
、
敷
地
の
周
り
に
は
死
角
を

な
く
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
車
の
中
に
は
物
を
置
か
な
い
】　
　

車
上
狙
い
は
、
ス
ー
パ
ー

等
の
駐
車
場
よ
り
も
個
人

宅
や
ア
パ
ー
ト
駐
車
場
で

の
被
害
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
窓
ガ

ラ
ス
を
叩
き
割
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
空
の
段
ボ
ー
ル
１
個
を
積
ん
で

い
た
だ
け
で
窓
ガ
ラ
ス
を
割
ら
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
筑
西
警
察
署

で
は
「
車
の
中
に
は
貴
重
品
は
置
か

な
い
」
で
は
な
く
、「
車
の
中
に
は

物
を
置
か
な
い
」
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

ポイント

そ
の
振
り
込
み

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

ポイント

いろいろな手口の「振り込
め詐欺」が後を絶ちません。
対応は落ち着いて。

防防



平成 23 年度の一般会計、特別会計、公
営企業会計（水道事業、病院事業）の決
算がまとまり、市議会 9 月定例会で認
定されましたのでお知らせします。

決算報告
平成23年度

市税
151 億 203 万 3 千円

（36.6％）

地方交付税
86 億 7,049 万 5 千円

（21.0％）

市債
36 億 4,360 万円

（8.8％）

国庫支出金
51 億 2,338 万 5 千円

（12.4％）

県支出金　29 億 412 万 8 千円（7.0％）
繰越金　15 億 2,260 万 4 千円（3.7％）

地方消費税交付金　10 億 1,542 万 7 千円（2.5％）
諸収入　11 億 1,760 万 6 千円（2.7％）

地方譲与税　7 億 1,294 万 4 千円（1.7％）

その他　
14 億 7,551 万 1 千円

（3.6％）

歳 入

特別会計決算（前年度比較）
歳　入 23 年度 22 年度 増減額 伸率

国民健康保険 12,483,437 12,200,467 282,970 2.32
老人保健 0 3,492 △ 3,492 △100.00
後期高齢者医療 1,711,008 1,662,663 48,345 2.91
公共下水道事業 2,357,666 2,430,197 △ 72,531 △ 2.98
農業集落排水事業 726,113 724,632 1,481 0.20
八丁台土地区画整理事業 393,672 319,469 74,203 23.23
駐車場事業 41,327 87,058 △ 45,731 △ 52.53
介護保険 6,576,155 6,417,429 158,726 2.47
介護サービス事業 75,464 71,020 4,444 6.26

計 24,364,842 23,916,427 448,415 1.87

歳　出 23 年度 22 年度 増減額 伸率
国民健康保険 11,922,125 11,878,578 43,547 0.37
老人保健 0 3,492 △ 3,492 △ 100.00
後期高齢者医療 1,690,816 1,609,811 81,005 5.03
公共下水道 2,252,226 2,358,376 △ 106,150 △ 4.50
農業集落排水 693,873 675,747 18,126 2.68
八丁台土地区画整理事業 387,597 292,450 95,147 32.53
駐車場事業 31,373 76,023 △ 44,650 △ 58.73
介護保険 6,443,598 6,211,201 232,397 3.74
介護サービス事業 61,771 63,265 △ 1,494 △ 2.36

計 23,483,379 23,168,943 314,436 1.36

（単位：千円・％）

（単位：千円）参考：平成 22 年度　決算状況

一般会計決算

412 億 8,773 万３千円

歳　入 22 年度
市税 14,595,121
地方交付税 8,307,323
国庫支出金 4,988,521
市債 3,920,900
県支出金 2,479,582
繰越金 2,073,730
地方消費税交付金 1,025,147
諸収入 834,699
地方譲与税 728,603
その他 1,897,519

計 40,851,145

歳　出 22 年度

民生費 11,832,227

総務費 8,044,595

教育費 4,423,926

公債費 4,346,921

衛生費 3,605,601

土木費 3,480,495

消防費 1,745,976

農林水産業費 1,369,960

その他 478,840

計 39,328,541

歳
入
決
算
の
状
況

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

は
、
歳
入
決
算
額
が
前
年
度
比
１・
１
％

増
の
４
１
２
億
８
７
７
３
万
３
千
円
、
歳

出
決
算
額
が
前
年
度
比
１・
８
％
減
の

３
８
６
億
９
８
７
万
７
千
円
で
あ
り
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
26
億
７
７
８
５
万
６
千

円
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

２
億
８
７
７
３
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
、
23
億
９
０
１
２
万
６
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減

少
や
地
域
経
済
の
停
滞
な
ど
、
本
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
財
政
運
営
は
今
後
厳
し
さ
を
増
し
て
い

く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
法
人
市
民
税
が

２
億
５
５
５
３
万
３
千
円
の
増
等
に
よ
り

市
税
全
体
で
は
５
億
６
９
１
万
２
千
円
、
新

設
の
震
災
復
興
特
別
交
付
税
に
よ
り
地
方

交
付
税
が
３
億
６
３
１
７
万
２
千
円
、
県
支

出
金
が
４
億
２
４
５
４
万
６
千
円
の
そ
れ

ぞ
れ
増
、
繰
越
金
が
５
億
５
１
１
２
万
６
千

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
教
育
費
が
８
億
４

８
２
７
万
９
千
円
、
衛
生
費
が
４
億
４
８

０
３
万
３
千
円
、
民
生
費
が
２
億
３
３
５

７
万
９
千
円
の
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
り
、
総

務
費
が
26
億
４
０
９
４
万
１
千
円
、
土
木

費
が
４
億
６
７
６
２
万
円
、
消
防
費
が
１

億
２
１
４
７
万
８
千
円
の
そ
れ
ぞ
れ
減
と

な
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
の
状
況



財政健全化指標等の状況

　福祉、教育、まちづくりなどを行う一般会計な
どの赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を
示すのが 「実質赤字比率」です。
早期健全化基準 12.06　財政再生基準 20.00

該当なし実質赤字比率

　特別会計や公営企業を含むすべての会計の赤字
や黒字を合算して、市全体としての赤字の程度を
指標化し、全会計の財政運営の深刻度を示すのが

「連結実質赤字比率」です。
早期健全化基準 17.06　財政再生基準 30.00

該当なし連結実質赤字比率

　市の借入金にかかる元金及び利息の支払いにか
かる経費の合計額が標準財政規模※に対してどのく
らいの比率になっているかをみるもので、資金繰
りの危険度を示すのが「実質公債費比率」です。
※標準財政規模…通常収入されるであろう経常的
な一般財源（税や交付金等）の規模。本市の平成
23 年度標準財政規模は 253 億 3,333 万円。
早期健全化基準 25.00　財政再生基準 35.00

14.0実質公債費比率

　市の借金や将来支払わなければならない負担金
などの残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫す
る可能性が高いかどうかを示すのが「将来負担比
率」です。　早期健全化基準 350.0　

48.6将来負担比率

　公営企業の資金不足を、料金収入の規模と比較
して指標化し、経営状況の深刻度を示すのが「資
金不足比率」です。　経営健全化基準 20.00　

※平成 24 年３月１日現在の常住人口から算出

資金不足比率 該当なし

平成 23 年度決算に基づく

本市では、いずれの指標も国が定める財政の早
期健全化や再生を図る基準を下回っています。

■市税負担額　
　14 万 840 円
市民税 ６万 6,028 円（46.9％）

その他 １万 4,054 円（10.0％）

福祉や教育、住環境の整備など一般
会計の合計（特別会計、企業会計を
除く）

固定資産税 6 万 758 円（43.1％）

■行政サービス費用　
　36 万 72 円

総務費
54 億 365 万 4 千円

（14.0％）教育費
52 億 7,220 万 5 千円

（13.7％）

公債費
43 億 5,078 万 6 千円

（11.3％）

土木費
30 億 1,287 万 5 千円

（7.8％）

消防費  16 億 2,449 万 8 千円（4.2％）
農林水産業費 13 億 8,590 万 4 千円（3.6％）

その他
14 億 4,051 万 5 千円

（3.7％）

歳 出

歳 出 23 年度 22 年度 増減額 伸率

水道 3,263,814 3,109,113 154,701 4.98

  収益 1,905,015 1,892,340 12,675 0.67

  資本 1,358,799 1,216,773 142,026 11.67

病院 2,280,081 1,972,674 307,407 15.58

  収益 1,788,070 1,919,281 △ 131,211 △ 6.84

  資本 492,011 53,393 438,618 821.49

合計 5,543,895 5,081,787 462,108 9.09

（単位：千円・％）

歳 入 23 年度 22 年度 増減額 伸率

水道 2,417,062 2,469,649 △ 52,587 △ 2.13

  収益 2,018,382 2,098,894 △ 80,512 △ 3.84

  資本 398,680 370,755 27,925 7.53

病院 2,318,663 1,991,836 326,827 16.41

  収益 1,826,650 1,938,437 △ 111,787 △ 5.77

  資本 492,013 53,399 438,614 821.39

合計 4,735,725 4,461,485 274,240 6.15

企業会計決算（前年度比較）

一般会計決算

市民１人当たりの市税負
担と行政サービス費用

平成23年度実施した新規事業
○男女共同参画都市宣言事業　　　○住宅リフォーム助成事業

○基幹系業務システム再構築事業　○農業支援センター事業

○プレミアム商品券発行助成事業　○福祉相談窓口事業

○下館駅周辺整備事業（設計業務）○健康相談 24事業

○川島出張所整備基本構想策定事業

○認定こども園せきじょう管理運営事業

○子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業

386 億 987 万円 7 千円

民生費
120 億 6,580 万 6 千円

（31.3％）衛生費
40 億 5,363 万 4 千円

（10.5％）



行 政 ニ ュ ー ス

　
「
自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
り
、

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現

を
」
と
10
月
９
日
、
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
県
防
犯
協
会
・
県
警
察

本
部
・
茨
城
県
主
催
の
「
第
34
回

地
域
安
全
茨
城
県
民
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
地
域
の
防
犯
・
安
全
に

貢
献
し
た
と
し
て
市
か
ら
８
人
と

１
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

＊
防
犯
栄
誉
銅
賞

　

野の

だ田
富と

み
お夫

（
小
川
）

＊
地
域
安
全
功
労
者　

　

酒さ
か
よ
り寄
彌い

や
さ
か榮
（
中
根
）

＊
地
域
安
全
功
労
団
体

　

地
区
防
犯
連
絡
協
議
会
小
栗
分
会

＊
優
良
防
犯
連
絡
員  

　

田た
さ
き﨑

秀ひ
で
み實

（
新
治
）、
菊き

く
ち池

祐ゆ
う
い
ち一（
布
川
）、早は

や
せ瀬
滝た

き
じ治（
樋
口
）、

柴し
ば
さ
き崎

清き
よ
し（

黒
子
）、飯い

い
ず
み泉

清き
よ
し（

宮
後
）

＊
防
犯
ポ
ス
タ
ー　

優
良

　

少
年
非
行
防
止
の
部

　

広ひ
ろ
せ瀬
晶あ

き
ら（
関
城
中
１
年
）

地
域
安
全
茨
城
県
民
大
会
で
表
彰

　
　
　
〜
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
〜

＊
小
学
生
低
学
年
の
部
『
火
の
用

心
　
な
れ
た
言
葉
に
　
ご
用
心
』

澤さ
わ
だ田
美み

き樹
さ
ん
（
結
城
小
・
３
年
）

＊
小
学
生
高
学
年
の
部
『
炎
よ
り

見
え
な
い
ガ
ス
の
　
安
全
確
認
』

瀬せ
ば
た端
祐ゆ

う
き貴
さ
ん
（
下
館
小
・
６
年
）

＊
中
学
生
の
部
『
火
の
用
心
　
心

に
か
け
る
　
合
い
言
葉
』

景か
げ
や
ま山

裕ゆ
う
す
け介

さ
ん
（
関
城
中
・
１
年
）

　

10
月
14
日
、
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
市
主
催
で
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
本
市

関
係
の
戦
没
者
等
の
御
霊
に
対
し
て
追

悼
の
意
を
表
し
、
ご
遺
族
の
ご
苦
労
に

対
し
深
い
敬
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲表彰を受けたみなさん

（
敬
称
略
）

　市では、介護する人が周囲の人に介護
中であることを知ってもらいたいときに
使う「介護マーク」（ケースに入れたカー
ド）を配布しています。

問い合わせ 高齢福祉課　内線２２４・２２７

「介護マーク」を配布しています！！

　介護を必要とする人が増えている今、
特に認知症の人の介護は、他の人から見
ると介護をしていることが分かりにくい

ため、周囲から誤解されることがあります。
　介護者がカード入りのケースを首からかけるなど、介護者であること
をさりげなく周囲に知ってもらうことで、介護者の心理的負担が軽減さ
れます。

介護マークとは…

　市内在住の認知症・高齢者・障害者を介護している介護者に無料で配
布します。申請後「介護マーク」をその場でお渡しします。

▲表彰を受ける広瀬
さん（右から２人目）▲献花するご遺族

24
年
度
小
・
中
学
校
防
火
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　申請及び配布場所は、市高齢福祉課、各支所総合窓口課、川島出張所
の各窓口です。

市内の小中学校、幼稚園・保育園
の放射線量測定結果
下館小学校 0.088 
伊讃小学校 0.072 
川島小学校 0.068 
竹島小学校 0.060 
養蚕小学校 0.074 
五所小学校 0.069 
中小学校 0.065 
河間小学校 0.075 
大田小学校 0.052 
嘉田生崎小学校 0.077 
関城西小学校 0.086 
関城東小学校 0.062 
大村小学校 0.075 
村田小学校 0.091 
鳥羽小学校 0.080 
上野小学校 0.080 
長讃小学校 0.063 
古里小学校 0.079 
新治小学校 0.072 
小栗小学校 0.086 

明野幼稚園 0.085
協和幼稚園 0.083
認定こども園
せきじょう 0.094

協和保育所 0.060

下館中学校 0.093 
下館西中学校 0.089 
下館南中学校 0.070 
下館北中学校 0.062 
関城中学校 0.075 
明野中学校 0.087 
協和中学校 0.063 

単位は、マイクロシーベルト／時間
測定日時：10月 12日（金）
測定高さ：中学校は地上１㍍、その他は 50㌢

※都市公園の放射線量
測定結果は 11 月 15
日号に掲載予定です。



広　告

協働のまちづくりシンポジウム 2012

筑西市イメージアップ大作戦
筑西市のイメージアップを
テーマに開催した「ちくせい
市民討議会」の報告会や市の
魅力発信のため協働で実施し
ている取り組みを紹介します。

ちくせい市民討議会 2012 報告会

筑 西 き む ち 完 成

Welcome サーモン開会宣言

ご当地ソング　　　　　  発表
命のボランティア女方玉三郎一座

鮭おかえりな祭実行委員会

地域活性化プロジェクト「ちっくタッグ」

〜 FOODは風土だ〜

11月４日（日）　午後 1時 30 分〜
しもだて地域交流センター（アルテリオ）
問い合わせ　市民協働課　☎２３−１６００（月曜休）

誕 生 ！
名  物

マスコット
キャラクター

「筑西小唄」

入場無料



まちのわだいまちのわだい

　10 月 11 日、関城西小学校（北
きたざわ

澤
正
ただし

校長）で、２年生 59 人が参加し、
親子活動が行われました。
　並

な み き
木勝

かつとし
利さんを講師に迎え、「石

ころアート・石炭アート・命のお話」
などを楽しみながら学びました。各
自持参した石ころに、それぞれ好き
な絵を書いたり、石炭に色を塗りペ
ンダントにしたりと、親子で楽しい
時間を過ごしました。
　また、並木さんによる「鮭の一生」
のお話を聞き「命の大切さ、生きて
いる尊さ」を学びました。

今日も安全運転でお願
いします

　秋の全国交通安全運動中の９月
24 日、川島保育園（峯

みねしま
島康

や す こ
子園長）

と筑西警察署（吉
よしむら

村 毅
たけし

署長）、地元
の関係団体が連携し、事故防止を呼
びかけるパレードを行いました。
　おそろいの白いベレー帽の川島保
育園の園児たちでつくる鼓笛隊を先
頭に、川島駅前から国道 50 号線沿
線まで事故防止を呼びかけました。

石ころアートって楽し
い　　〜関城西小学校

　９月 15 日、日本青年会議所主催
の「第 41 回茨城ブロック会員大会
下館大会」が市内で開催されました。
　同大会には約 600 人が参加。メ
インフォーラムでは、電力自給率
166％といわれる岩手県葛巻町の農
林環境エネルギー課長や、経済アナ
リストの森

もりなが
永卓

たくろう
郎さんが、エネル

ギーの未来について話しました。

子どもたちのために、エネ
ルギーの未来を考えよう

　10 月７日、８日にしもだて地域
交流センター前広場で「しもだて
アートフェスタ 2012」が開催され、
全国から集まったアーティストたち
が自慢の逸品を販売しました。
　５周年記念となる今回は、かわ
いいイラストで飾られた酒の展示

「萌
もえしゅ

酒サミット」や、同じく派手に
装飾された車「痛

いたしゃ
車展示会」など、

ユニークなイベントが同時開催。「筑
西きむち」の完成記念イベントやコ
ンサートも行われ、訪れた人たちは、
食・アートの祭典を楽しみました。

全国のアーティストが
アートフェスタに集結

　10 月 7 日、里山五郎助山（上野）
で「里山フェスティバル」が NPO
法人里山を守る会（中

なかがわ
川行

ゆ き お
夫理事長）

により開催されました。五郎助山は、
同会が自然環境の保護や子どもたち
の健全育成を図るために整備し、管
理しています。

　会場では魚釣りや竹とんぼづく
り、木工クラフト体験、ネイチャー
ゲーム、里山コンサートなどが行わ
れ、参加した子どもたちや保護者の
みなさんは、自然とふれあいながら
里山の魅力を堪能していました。

▼
ク
ラ
フ
ト
体
験
を
す
る

子
ど
も
た
ち

▶
魚
釣
り
を
楽
し
む
親
子

竹とんぼづくりや魚釣りに挑戦！



　９月 21 日、鬼怒川河川敷で鬼怒
川を愛する会（中

なかざわ
澤 清

きよし
会長）が「コ

スモスまつり」を開催しました。同
会は鬼怒川をきれいに、みんなに愛
される川にと、四季折々に花々を植
える活動を行っています。しらとり
太鼓や女方女性会による「女方音頭」
などが披露され、25 体の案

か か し
山子が

来場者の笑いを誘っていました。

　10 月６日、７日、二宮尊徳の
教えをまちづくりに生かそうと、
報
ほうとくいちえんじゅく

徳壹圓塾（大
お お わ だ

和田信
の ぶ お

雄代表）が「第
９回　尊徳豆まつり」を岡芹地内で
開催しました。休耕地に植えられた
香りの強く、甘みたっぷりの「香り
枝豆」という品種の大豆を、参加者
は購入した紐

ひも
で結んで持ち帰ります。

　会場では、香り枝豆を使った特製
味噌なども販売され、大好評でした。
　２日目はあいにくの雨となってし
まいましたが、２日間で約 1,000
人もの家族連れでにぎわいました。

甘みと香りたっぷりの枝
豆を収穫

　「あけの元気館がオープンした平
成 12 年からほぼ毎日通っているの
よ」とニコニコ話してくれたのは、
102 歳の堤

つつみ
すてさん（木戸）。

　堤さんは、あけの元気館でプール
やエアロビクスでトレーニングを
し、明野図書館で本を借り読書をす

元気な 102 歳。毎日プールでトレーニング
るという日課を毎日続けているそう
です。本を読み感動で泣いてしまう
ほどの読書好きだそうです。
　家族が毎日送迎をしてくれ、昨年
大きなケガをしたときも家族の支え
で元気になったといいます。
　元気の秘訣をお聞きしたところ

「のんきに過ごすこと」とのご返事。 
                           これからもお元
                           気で長生きをし
　　　　　　　　　てください。

　10 月８日、９日にしもだて地域
交流センターで開催された「下館に
おける太平洋戦争の記録展」と講演
会の報告をまとめた冊子が完成しま
した。冊子は、市郷土史を考える会

（桐
きりはら

原光
みつあき

明代表）会員の小
お ぐ ら

倉信
しんいち

一さ
ん（奥田）が「講演会や記録展の資
料など、聞いたままにしてはいけな
い。資料として後世に残したかった」
と自費出版したものです。
　講演会での、目撃者や関係者の証
言と展示された資料なども掲載され
た貴重な冊子となっています。

戦争の記録を後世に伝
えたい

　小栗判官蘇
そ せ い

生会（大
お お わ だ

和田 渉
わたる

代表）
は、まち子文庫別館（茂田）に新し
く「小栗判官研究室」を開所しまし
た。小栗判官蘇生会は、小栗判官・
照手姫の史実や伝説の解明を行って
いますが、新研究室は、部屋が大き
くなり、武

たけいし
石堯

とおる
さんの絵画や小栗判

官に関する書籍、昔のカルタなど貴
重な資料が保管されています。

▲

堤
す
て
さ
ん
１
０
２
歳

▲プールでトレー
ニング中の堤さん

新・小栗判官研究所をお
披露目しました

コスモスと案
か か し

山子がお出
むかえ



　

代
表
３
年　

髙
田
拓
海（
協
和
中
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

水
泳
の

部
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
２
位

　

代
表
３
年　

武
田
健
吾（
協
和
中
）

�
全
国
通
信
陸
上
競
技
茨
城
県
大
会

陸
上
競
技
の
部
女
子
１
０
０
ｍ
走　

第
３
位　

　

細
野
望
（
下
館
南
中
１
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
の
部　

第
３
位

�
第
47
回
関
東
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会　

男
子
の
部　

ベ
ス
ト
16

　

代
表
３
年　

利
根
川
大（
協
和
中
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
の
部　

第
４
位

　

代
表
３
年　

神
尾
夏
輝　

谷
中
省

　

吾
（
下
館
西
中
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
の
部　

第
２
位

　

代
表
２
年　

塚
田
美
沙　

栗
島  

　

海
愛
（
関
城
中
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

剣
道
の

部
女
子
個
人　

第
２
位　
　
　
　
　

　

藤
田
侑
子
（
下
館
南
中
３
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

柔
道
の

部
男
子
（
90
ｋ
ｇ
級
）　

優
勝 

　

黒
田
悠
正
（
下
館
南
中
３
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

柔
道
の

部
男
子
（
55
ｋ
ｇ
級
）　

優
勝

�
第
43
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

第
３
位

　

石
郷
岡
秀
征 

（
明
野
中
２
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

柔
道
の

部
男
子
（
60
㎏
級
）　

優
勝

　

大
吉
賢
（
明
野
中
２
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

柔
道
の

部
（
男
子
団
体
）　

優
勝

　

城
森
テ
イ
ゾ
ウ　
（
明
野
中
３
年
）

　

斉
藤
大
輔
（
明
野
中
２
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

柔
道
の

部
女
子
（
44
㎏
級
）　

第
２
位

�
第
37
回
関
東
中
学
校
柔
道
大
会    

ベ
ス
ト
８

　

中
野
鈴
華
（
下
館
南
中
２
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

柔
道
の

部
男
子
（
60
㎏
級
）　

第
２
位

�
第
37
回
関
東
中
学
校
柔
道
大
会

ベ
ス
ト
８　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

生
井
海
地
（
下
館
南
中
３
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

柔
道
の

部
男
子
（
77
㎏
級
）　

第
２
位

　

星
野
俊
樹
（
明
野
中
２
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

柔
道
の

部
（
男
子
団
体
）　

第
３
位

　

代
表
３
年
須
藤
健
介　

黒
田
悠
正

　
（
下
館
南
中
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

柔
道
の

部
男
子
（
66
㎏
級
）　

第
３
位

　

関
口
龍
矢
（
明
野
中
２
年
）

（
名
前
は
敬
称
略
）　

�
第
34
回　

全
日
本
中
学
生
水
の
作

文
コ
ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞

（
国
土
交
通
大
臣
賞
）

　

大
山
拓
実
（
下
館
中
２
年
）

�
平
成
24
年
度
い
ば
ら
き
も
の
づ
く

り
教
育
フ
ェ
ア　

県
教
育
長
賞　
　

　

石
井
佑
汰
（
下
館
北
中
２
年
）

�
第
36
回
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大

会　

男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形　

優
勝

（
大
会
新
記
録
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

水
泳
の

部
男
子
２
０
０ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

優
勝

　

田
所
諒
馬
（
下
館
北
中
２
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会  

水
泳
の
部 

男
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ　

第
３
位

男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ　

第
３
位　

　

稲
見
駿
佑
（
下
館
中
３
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

水
泳
の

部
男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形　

第
３
位                                                    

男
子
50
ｍ
自
由
形　

第
６
位

　

髙
﨑
隆
平
（
下
館
北
中
３
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

水
泳
の
部

男
子
２
０
０ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
６
位

　

板
谷
佳
明
（
下
館
南
中
３
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

水
泳
の
部

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

第
３
位

４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

第
３
位

�
第
36
回
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大

会　

第
４
位

　

高
木
力
亜　
（
協
和
中
３
年
）

�
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　

水
泳
の

部
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

優
勝 

◉
９
月
24
日
開
催
の
報
告
会

作文・スポーツなどで、県や全国で入賞した
中学校の生徒を紹介します。がんばったきみたちへ



「
お
水
ち
ょ
う
だ
い
」

小
さ
い
頃
か
ら
、
僕
の
飲
み
水
は
い
つ
も
水

だ
っ
た
。
朝
も
、
遊
ん
で
の
ど
が
か
わ
い
た
時

も
、
遠
足
の
水
筒
の
中
身
も
。
他
の
食
べ
物
の

味
を
じ
ゃ
ま
す
る
こ
と
な
く
の
ど
を
す
っ
き
り

と
う
る
お
し
て
く
れ
る
所
が
好
き
だ
。

　
１
歳
に
な
ら
な
い
頃
、僕
は
喘
息
に
な
っ
た
。

体
も
小
さ
く
食
欲
も
な
か
っ
た
。
２
週
間
に
１

度
通
院
し
、
毎
日
薬
を
飲
む
。
ひ
ど
く
な
る
と

吸
入
し
た
り
、
入
院
し
た
り
し
た
。
苦
い
薬
や

吸
入
の
煙
は
、
胸
の
奥
ま
で
む
せ
か
え
っ
た
。

大
嫌
い
だ
っ
た
。
で
も
、
家
族
と
離
れ
て
入
院

す
る
の
は
も
っ
と
嫌
だ
っ
た
の
で
我
慢
し
た
。

吸
入
の
後
の
水
は
、
苦
み
も
一
緒
に
体
の
中
へ

押
し
込
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
嫌
な

こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
た
安
ど
感
か
ら
か
、
ほ
っ

と
し
な
が
ら
水
を
飲
ん
だ
こ
と
を
よ
く
覚
え
て

い
る
。

　

３
歳
に
な
り
、
ス
イ
ミ
ン
グ
を
習
い
始
め

た
。
水
の
中
で
ふ
わ
っ
と
浮
く
不
思
議
な
感
じ

や
、
水
の
中
で
魚
の
よ
う
に
体
を
自
由
自
在
に

動
か
せ
る
快
感
か
ら
、
僕
は
ス
イ
ミ
ン
グ
に
夢

中
に
な
っ
た
。
プ
ー
ル
で
た
く
さ
ん
の
友
達
が

で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
泳
ぎ
方
を
覚
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
小
児
科
へ
の
通
院
の
間
隔
が
開
く
よ

う
に
な
っ
た
。

　
今
ま
で
じ
っ
く
り
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た

が
、
僕
に
と
っ
て
水
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

飲
み
物
で
あ
り
、
た
っ
ぷ
り
と
水
を
張
っ
た

プ
ー
ル
は
、
僕
の
体
を
鍛
え
て
く
れ
た
大
切
な

場
所
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
安
心
し
て
水

を
飲
ん
だ
り
楽
し
く
体
を
動
か
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
僕
が
日
本
と
い
う
水
資
源

に
恵
ま
れ
た
国
に
生
ま
れ
た
か
ら
な
の
だ
。

　
日
本
は
、
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
国
だ
。
周
り

を
海
に
囲
ま
れ
、
降
水
量
も
多
く
国
土
に
は
た

く
さ
ん
の
土
地
が
連
な
っ
て
い
る
。
山
々
の
森

林
が
作
り
出
す
土
壌
の
働
き
に
よ
っ
て
、
洪
水

や
水
不
足
を
防
い
で
い
る
。
そ
し
て
、
森
林
の

浄
化
作
用
に
よ
り
わ
き
水
は
お
い
し
く
な
る
。

こ
の
僕
が
生
ま
れ
て
く
る
ず
っ
と
前
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
自
然
の
営
み
に
よ
り
、
僕
た
ち
は
た

く
さ
ん
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
日

本
の
す
ぐ
れ
た
浄
水
技
術
に
よ
り
、
浄
水
場
で

き
れ
い
で
安
心
な
飲
み
水
と
し
て
、
じ
ゃ
口
を

ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
好
き
な
だ
け
水
は
僕
達

の
家
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
近
年
森
林
伐
採
な

ど
の
自
然
破
壊
、
生
活
排
水
や
排
気
ガ
ス
な
ど

に
よ
る
環
境
汚
染
、放
射
能
汚
染
な
ど
に
よ
り
、

水
の
安
全
性
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
水
は
自
然
の
大
き
な
力
に
よ
っ
て
循

環
し
て
い
る
大
切
な
資
源
で
あ
り
、
森
林
、
空

気
、
川
、
土
壌
ど
れ
か
ひ
と
つ
欠
け
て
し
ま
っ

て
も
汚
染
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
だ
か
ら
、
僕
達
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
。
水
は
飲
み
水
だ
け
で
は
な
く
、
お
風
呂

や
洗
濯
な
ど
日
常
生
活
を
し
て
い
く
上
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
体
を
鍛
え

た
り
心
を
安
ら
か
に
さ
せ
た
り
す
る
力
が
あ
る

こ
と
、
農
業
や
工
業
を
支
え
て
い
る
大
切
な
資

源
で
あ
る
こ
と
、
小
動
物
や
植
物
な
ど
地
球
上

の
生
き
物
全
て
の
命
の
源
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
資
源
に
は
限
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

　
限
り
あ
る
水
資
源
を
守
る
た
め
に
僕
達
が
今

で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
洗
剤
の
量
を
減
ら

す
こ
と
、
ゴ
ミ
を
増
や
さ
な
い
こ
と
、
植
物
を

増
や
す
こ
と
、
水
を
大
切
に
使
う
こ
と
・
・
・
。

当
た
り
前
に
あ
る
お
い
し
く
安
全
な
水
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
連
休
に
入
り
、
田
植
え
が
始
ま
っ
た
。
水
面

は
太
陽
の
光
で
輝
き
、
夜
に
は
カ
エ
ル
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
田
ん
ぼ
の
中

に
は
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
気
持

ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い
で
い
る
。
た
く
さ
ん
の
生

き
物
が
こ
の
田
ん
ぼ
の
中
に
い
て
、
生
か
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
い
つ
も
は
何
気
な
い
風
景

が
、
す
ご
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
た
。

　
水
は
、
全
て
の
命
の
源
で
あ
る
。
な
く
て
は

な
ら
な
い
僕
の
命
も
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
そ

う
考
え
な
が
ら
飲
ん
だ
水
は
、
い
つ
も
よ
り

ず
っ
と
お
い
し
く
感
じ
た
。

「第34回全日本中学生水の作文コンクール」で、下館中学校２年の大山拓実さ
んが最優秀賞（国土交通大臣賞）を受賞した作文を紹介します。

命
を
支
え
る
水

 大
おおやま

山　拓
た く み

実さん
（下館中学校２年）



６年生が描くぼくの未来・わたしの未来

関
城
西
小
学
校

下
館
小
学
校

児
童
数　

５
８
７ 

人

わ れち
せい

らく
っこ

マイ・ドリーム

※氏名は敬称略

　

僕
の
夢
は
、
消
防
士
に
な

り
人
の
命
を
守
っ
て
感
謝
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
勉
強
も
ス

ポ
ー
ツ
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

私
の
夢
は
、
自
分
で
デ
ザ

イ
ン
を
し
た
雑
貨
の
お
店
を

開
く
こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

お
店
に
し
た
い
で
す
。

　

僕
の
夢
は
、
柔
道
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
毎
週
３

回
た
く
さ
ん
の
技
を
覚
え
る

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
夢
は
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

す
る
こ
と
で
す
。
私
の
演
技

で
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に

し
た
い
で
す
。

本
ほんぐう

宮　悠
ゆ う と

渡 五
ご い ぶ ち

位渕 真
ま ほ

帆

飛
ひ だ

田　達
た つ き

輝

中
なかざと

里 健
け ん た ろ う

太郎

須
す と う

藤 みくも

福
ふくもと

元　彩
さ え

恵

野
の で ら

寺　匠
たくみ

齋
さいとう

藤　知
かずよし

良

櫻
さくらい

井　涼
りょう

　

僕
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ

野
球
選
手
に
な
る
こ
と
で

す
。
た
く
さ
ん
練
習
し
て
、

夢
の
１
軍
で
試
合
を
し
た
い

で
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護

師
に
な
る
こ
と
で
す
。
看
護

師
に
な
っ
て
病
気
で
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
て
あ
げ
た
い

で
す
。

　

僕
の
将
来
の
夢
は
、
日
本

史
の
学
者
に
な
る
こ
と
で

す
。
歴
史
の
謎
を
解
き
明
か

し
て
み
ん
な
に
尊
敬
さ
れ
る

学
者
に
な
り
た
い
で
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
ト
リ

マ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
犬
の
毛
を
き
れ
い

に
し
て
、
飼
い
主
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

僕
の
夢
は
、
日
本
中
の
人

に
勇
気
と
希
望
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
プ
ロ
野
球
選
手

に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
見
る
こ
と
で
す
。　

　

僕
の
将
来
の
夢
は
、
ゲ
ー

ム
会
社
の
社
長
に
な
る
こ
と

で
す
。
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
会
社

も
超
え
る
ゲ
ー
ム
の
ハ
ー
ド

や
ソ
フ
ト
を
作
り
た
い
で
す
。

児
童
数　

３
３
４ 

人

相
あいざわ

澤 菜
な お こ

穂子



くん海
え び さ わ

老沢 楓
ふ う と

人
11 （寺上野）  月  日生 １

くん百
ど う め き

目鬼  一
い っ さ

冴
11 （下中山）  月  日生 １

11 （八田）  月  日生 ４
ちゃん野

の ざ わ

澤  梨
り な

那

ちゃん大
おおさわ

沢  日
に こ

胡
11 （下岡崎）  月  日生 ３

11 （幸町二丁目）  月  日生 ８
ちゃん喜

き た

多  柚
ゆ ず は

葉

ちゃん大
お お わ だ

和田 望
み お

央
11 （深見）  月  日生 ４

11 （下中山）  月  日生 ８
ちゃん近

こんどう

藤  藍
あ い な

那
11 （玉戸）  月  日生 ８

ちゃん須
す と う

藤 あいり
11 （直井）  月  日生 ９

ちゃん中
なかざと

里  琉
る き

葵

ちゃん安
あんぞう

蔵  芽
め い さ

咲
11 （岡芹）  月  日生 ２

11 （藤ケ谷）  月  日生 ５
くん稲

い な み

見  琉
りゅうき

希
11 （小栗）  月  日生 ４

ちゃん田
た や

谷  朋
と も か

佳

わが家の
アイドル

　平成 24 年１月生まれのお子さ
んの写真を募集しています。
　写真裏面に①お子さんの氏名・
ふりがな・生年月日・性別②保護

者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記し、11
月 30 日（金）までに広報広聴課へ。

ちゃん須
す が

賀  晴
は る か

奏
11 （門井）  月    日生 13

ちゃん鈴
す ず き

木  里
り お

緒
11 （藤ケ谷）  月    日生 12

くん馬
ば ば

場  元
げ ん き

希
11 （女方）  月    日生 15

ちゃん青
あ お き

木  夕
ゆ ず き

葵
11 （塚原）  月    日生 16

くん佐
さ と う

藤  琉
りゅうせい

聖
11 （伊佐山）  月    日生 16

ちゃん廣
ひ ろ せ

瀬  理
り さ

紗
11 （玉戸）  月    日生 1611 （横島）  月    日生 12

くん石
いしじま

嶋  遥
は る と

斗

ちゃん安
あんざい

齊  千
ち ひ ろ

尋
11 （二木成）  月    日生 20

ちゃん中
なかやま

山  愛
あ い り

梨
11 （稲荷）  月    日生 24

くん堀
ほ り え

江　光
ひかる

11 （玉戸）  月    日生 29

くん雨
あまがい

貝  周
しゅうじ

治
11 （下江連）  月    日生 18

ちゃん齊
さいとう

藤  花
か え で

楓
11 （下川中子）  月    日生 22

ちゃん宮
み や た

田  茉
ま ゆ

佑
11 （女方）  月    日生 28

くん中
なかむら

村  聡
そ う た

太
11 （木戸）  月    日生 18

くん中
な か た

田 源
げ ん た ろ う

太郎
11 （小川）  月    日生 22

くん栗
く り た

田  宗
そうすけ

空
11 （小川）  月    日生 29

くん飯
いいむら

村  優
ゆ づ き

月
11 （岡芹）  月    日生 20

くん新
あ ら い

井  元
も と き

基
11 （野田）  月    日生 25

くん玉
た ま た

田  楓
ふ う ま

真
11 （桑山）  月    日生 30

くん髙
たかはし

橋  颯
そ う ま

真
11 （下中山）  月    日生 20

ちゃん森
もり

　望
の ぞ み

実
11 （直井）  月    日生 26

くん小
お じ ま

島  颯
そ ら

藍
11 （井出蛯沢）  月    日生 20

ちゃん日
ひゅうが

向  萌
め い

維
11 （小栗）  月    日生 25

ちゃん小
お の せ

野瀬 帆
は ん な

南
11 （直井）  月    日生 21

ちゃん皆
みなかわ

川  愛
ま ひ る

陽
11 （倉持）  月    日生 28



地域のテーマを市民の目線で

  中
なかじま

島　定
さだえい

衛 さん（門井）

音
楽
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動

　音楽を通して人の心が
通じ合い、つながってい
くことで筑西市が活性化
されていくといいですね。

市 民 記 者 の ペ ー ジ

る
演
奏
家
た
ち
で
す
。
こ
の
喫
茶
店
に
は
毎
日

音
楽
好
き
な
人
た
ち
が
集
ま
り
、
時
折
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
店
主
の
岩い

わ
み見

守も
り
お雄

さ
ん
は
、
入
場
料
の
一

部
を
東
北
地
方
の
被
災
地
へ
寄
付
し
続
け
て
い

ま
す
。

　
門
井
下
囃は

や
し子
会
は
、
14
年
前
に
地
域
の
有
志

と
子
ど
も
会
を
中
心
に
発
足
し
ま
し
た
。
当
時

下
館
の
伊だ

て達
組
組
長
白し

ら
い井

正ま
さ
あ
き明

さ
ん
を
中
心
に

指
導
・
協
力
を
仰
ぎ
、
門
井
神
社
社
務
所
で
練

習
が
始
ま
り
、

現
在
小
・
中
学

生
、
社
会
人
15

人
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
四
季
を

通
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ

の
成
果
に
よ
り

地
元
夏
祭
り
や

各
地
域
の
祭

り
、
イ
ベ
ン
ト

　　

県
西
総
合
公
園
西
側
の
静
か
な
住
宅
地
に

小
さ
な
喫
茶
店
が
あ
り
ま
す
。
狭
い
店
内
で
す

が
、
残
暑
が
厳
し
い
９
月
に
熟
年
の
演
奏
家

た
ち
に
よ
る
“
さ
び
”
が
効
い
た
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
ジ
ャ
ズ
、
ハ
ス
キ
ー
な
女
性
ボ
ー
カ
ル
に
よ

る
魅
惑
的
な
歌
が
２
時
間
た
っ
ぷ
り
披
露
さ

れ
、
50
人
も
の
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
を
堪
能
さ
せ

て
く
れ
ま

し
た
。
演

奏
し
た
み

な
さ
ん
は
、

県
内
外
で

活
躍
し
て
い

等
に
参
加
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
代
表

の
奈な

ら

ぶ
良
部
誠ま

こ
とさ

ん
は
長
い
日
々
の
練
習
を
振
り

返
り
、「
挫
折
す
る
人
も
い
る
中
、
と
き
に
は

指
導
を
や
め
よ
う
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
や
っ

ぱ
り
『
挨
拶
』
で
始
ま
り
、
笛
・
大
太
鼓
・
小

太
鼓
が
奏
で
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
日
本
人
の
心

に
響
く
ん
で
す
。
だ
か
ら
伝
統
あ
る
囃
子
を
後

世
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
活
動
を

続
け
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
」
と
熱
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
岩
見
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏

家
に
場
を
提
供
し
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
広
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
奈
良
部
さ
ん
は
伝
統
音
楽

を
次
の
世
代
に
残
そ
う
と
若
者
に
託
す
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
両
者
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と

は
、
こ
の
ま
ち
で
音
楽
を
通
し
て
独
自
の
文
化

を
築
き
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
ロ
ー
カ
ル
パ

ワ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　
都
会
に
行
か
な
い
と
最
新
の
文
化
に
触
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

そ
の
基
本
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
の
文
化
を
都
会
で

暮
ら
す
人
た
ち
は
受
け
入
れ
る
術
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
る
粋
な
か
っ
こ
い
い

人
た
ち
。
こ
の
ま
ち
か
ら
新
し
い
文
化
が
生
ま

れ
る
よ
う
応
援
し
た
い
で
す
。

小
さ
な
喫
茶
店
の
活
動

門
井
下
囃
子
会
の
活
動

　
地
域
に
根
付
く
音
楽
活
動
を
通
し
て
、
筑
西
市
を
元
気
に

し
て
い
こ
う
と
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
を
取
材
し
ま
し
た
。

音
楽
か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
文
化

門井下囃子会のみなさん

▲ジャズコンサートの様子



探訪 筑西市の

文化財

　青銅造の天平式梵
ぼんしょう

鐘で、室町

時代に作られたものです。形が

細長く撞
つ き ざ

座はやや下方、池の間

に銘文があります。乳の数は各

区ともに４段４列となっています。

　 銘 文 に よ れ ば、 永 禄 10 年

（1567 年）３月８日、水
みずのや

谷家第

７代勝
かつとし

俊が、水谷家歴代の菩提

所定林寺に寄進したことがわか

ります。

問 生涯学習課 ☎２２-０１８３

県指定文化財（工芸品）
　昭和 38 年８月 23 日指定
　室町時代
　所在地：岡芹地内
　大きさ：総高 89㎝、径 49㎝

健康 

いき いき

　

お
い
し
く
食
べ
て
、
健
康
で
長
生

き
を
す
る
た
め
に
は
、
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
「
歯
」。「
８
０
２
０
（
ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）」
と
は
80
歳
に

な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保

と
う
と
い
う
運
動
で
す
。「
６
４
２
４

（
ロ
ク
ヨ
ン
ニ
イ
ヨ
ン
）」
は
、
茨
城

県
独
自
の
中
間
目
標
で
、
64
歳
で
自

分
の
歯
を
24
本
以
上
保
と
う
と
い
う

こ
と
と
「
ム
シ
バ
ニ
シ
ナ
イ
」
の
２

つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
20
本

の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食
べ

物
を
噛
み
砕
く
こ
と
が
で
き
、
味
を

楽
し
み
な
が
ら
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

歯
に
付
着
し
た
歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）

中
で
、
む
し
歯
菌
が
作
り
出
す
酸
に

よ
っ
て
、
歯
の
表
面
の
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
溶
け
出
す
こ

と
を
脱
灰
と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
の

口
の
中
で
は
、
こ
の
〝
脱
灰
〟
と
溶

け
出
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
を
沈
着
さ
せ
る

〝
再
石
灰
化
〟
が
毎
日
繰
り
返
し
お

こ
っ
て
い
ま
す
。
脱
灰
が
再
石
灰
化

よ
り
も
活
発
に
な
っ
た
と
き
、
む
し

歯
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
「
歯
周
病
」
は
、
歯
と
歯
肉

の
境
目
に
溜
ま
っ
た
歯
垢
の
中
に
い

る
歯
周
病
菌
が
歯
肉
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
、
少
し
ず
つ
歯
を
支
え
る
組
織

を
破
壊
し
つ
い
に
は
歯
が
抜
け
て
し

ま
う
病
気
で
す
。

　

よ
い
歯
で
よ
く
噛
み

　
　
　
　
よ
い
か
ら
だ

銅
どう

　鐘
しょう

11
月
８
日
は
、い
い
歯
の
日
！

　
　
◆ 

歯
を
失
う
原
因
は

　
　
　
「
む
し
歯
」と「
歯
周
病
」

◆ 

気
づ
か
な
い
う
ち
に

　
　
　
進
む
「
歯
周
病
」

　

日
本
で
は
、
中
高
年
層

の
８
割
以
上
が
歯
周
病
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年

歯
科
疾
患
実
態
調
査
で
は
、
若
年
層

（
15
～
24
歳
）
の
70
%
の
歯
肉
に
炎

症
等
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
歯
周
病
は
、
若
い
頃
か
ら
の

予
防
が
大
切
な
の
で
す
。
ま
た
、
初

期
で
は
あ
ま
り
自
覚
症
状
が
な
く
、

気
付
い
た
と
き
に
は
、
進
行
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
歯
周
病
は
、

糖
尿
病
・
心
臓
病
・
肺
炎
・
低
体
重

児
出
産
・
骨
粗
し
よ
う
症
な
ど
と
の

関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
み
が
き
は
、
む
し
歯
や
歯
周
病

以
外
に
、
肺
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

◆ 

歯
み
が
き
で
健
康
に

□ 歯肉に赤くはれた部分がある
□ 口臭がある
□ 歯肉がやせてきて歯が伸びたみたい
□ 歯と歯の間にものがつまりやすい
□ 歯みがき時に歯肉から出血する
□ 時々歯が浮いた感じがする
□ 指で触るとグラつく歯がある
□ 歯肉から白いウミが出ることがある

○
次
の
質
問
で
、
あ
て
は
ま
る
項
目
が

１
～
２
個
の
場
合
、
歯
周
病
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
３
～
５
個
な
ら
、
初
期

あ
る
い
は
中
期
以
上
に
進
行
し
て
い
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ

に
加
え
フ
ロ
ス
（
糸
楊
子
）
や
歯
間

ブ
ラ
シ
も
使
う
と
歯
垢
除
去
率
が

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

※
８
０
２
０
推
進
財
団

「
歯
と
全
身
の
健
康
の

原
点
」
よ
り
一
部
引
用

問



図書館へ行こう今月のおすすめ本・ＤＶＤ

図書館イベント情報

中

明

央

野

図

書図 館

書 館 ☎２４−３５３０　　下岡崎１−１１−１　　開館時間 10：00 〜 18：00

☎５２−２４６６　　海老ヶ島２１２０−７　　開館時間 10：00 〜 18：00

　ブックスタート・スタッフのみなさ
んが、赤ちゃん向け絵本の読み聞かせ
をします。▶日時＝ 11 月 22 日（木）
午後１時 30 分～３時　▶場所＝中央
図書館おはなしコーナー

　親子や兄弟、夫婦で活躍されている
作家たちの本を展示・貸し出します。
▶期間＝ 11月 14日（水）まで　▶場
所＝中央図書館１階雑誌コーナー隣

午後２時～　明野図書館児童室

『わが心の銀河鉄道』（ＤＶＤ）『いじめ  14 歳の Message』（児童書）『いじめ  14 歳の Message』（ＤＶＤ）
大森一樹／監督林慧樹／著 アニメーション画房　わ組／製作・著作

【東映】【小学館】 【ケントハウス】

　自然と語り、宇宙
を夢み、まっすぐに
人を愛した宮沢賢
治。彼の人物像とと
もに、賢治童話の豊
かなイメージがアニ
メーションとＣＧで
映し出される、愛と
感動の物語。

　私はイジメられる
人とは別の人間なん
だと思っていたのに
…。14歳の女の子が、
学校で実際に「イジ
メ」にあい、それを
乗り越えた体験を基
に描いた小説。

　「ああ…これでやっ
と地獄から解放される
…」こうつぶやきなが
ら落ちていく―。当時
14 歳だった作者・林
慧樹さんによって書か
れた同名小説のアニメ
化。本と併せてご覧く
ださい。

ト

【山川出版社】

　日本各地に残る教育
にかかわる歴史的な価
値を有する文化的所産
を、史跡や有形の文化
財などを含めて「教育
文化遺産」と捉え、写
真とともに紹介しま
す。見返しに所在地を
掲載した地図あり。

『教育文化遺産をたずねる』
日本修学旅行協会／編

▶ 11 月４日（日）＝『14 ひきのおつ
きみ』『わたしはあかねこ』
▶ 11 月 25 日（日）＝『ろくろべえまっ
てろよ』『ちくわのわーさん』

　全国学校図書館協議会で選定された
乳児から中学生向けの「よい絵本」を
集めました。ぜひ手にとって読んでみ
てください。▶場所＝中央図書館１階
雑誌コーナー隣

　図書館に返し忘れている資料があり
ましたらご返却ください。
【図書・紙芝居・雑誌】市内の図書館（室）
どこにでも返却できます。閉館時は図

1 1 月の休館日
中央図書館…５・12・19・26 日（月）、
　　　　　　15 日（木）
明野図書館…５日（月）、26 日（月）、
　　　　　　７日（水）〜 21 日（水）
　　　　　　※蔵書点検のため
※３日・23 日（祝）は両館とも開館！

『いも・くり・かぼちゃのスイーツ   改訂版』 『うどんのうーやん』

【ブティック社】

【ブロンズ新社】

　ほくほく甘〜いさ
つまいものお菓子、コ
クがあって舌触りが
なめらかなかぼちゃ
のお菓子、品のよい味
わいがおいしいくり
のお菓子…。冷凍や市
販の材料で作れるお
菓子のレシピを紹介。

　人手不足のた
め自分で出前に
いかなければな
らない、うどん
のうーやん。気
のいいうーやん
は、お腹をすか
せたねこにうどんをあげたり、メザシや梅干
をおつゆに入れてしまいますが…。

信太康代／著 岡田よしたか／作

書館入り口の返却ポスト（中央図書館・
明野図書館のみ）をご利用ください。
【視聴覚資料（ＤＶＤ、ＣＤ、ビデオ、
カセットテープなど）】壊れやすいの
で、直接借り受けた図書館のカウン
ターに返却してください。

● 赤ちゃん向け絵本読み聞かせ

● 読書週間企画展「ホントノキズナ」

● 「よい絵本」コーナー

● 返し忘れはありませんか？

● 明野図書館　おはなし会



筑
西
き
む
ち
、
遂
に
完
成
！

　

市
の
新
し
い
特
産
品
と
し
て
「
ち
っ

く
タ
ッ
グ
」
特
産
品
開
発
部
会
が
取
り

組
ん
で
き
た
「
筑
西
き
む
ち
」
が
遂
に

完
成
し
、
10
月
８
日
、「
筑
西
き
む
ち
完

成
記
念
イ
ベ
ン
ト
in
し
も
だ
て
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
タ
」
で
試
食
販
売
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

筑
西
き
む
ち
は
、
①
筑
西
市
の
四
季

折
々
の
野
菜
を
漬
け
る
こ
と
、
②
筑
西

市
の
梨
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
③
筑
西

市
の
地
酒
の
酒
粕
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、

④
筑
西
き
む
ち
協
議
会
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
の
４
項
目
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
は
、
舟
善
食
品
工
業
と
菜
香
や

の
２
社
が
出
品
し
ま
し
た
が
、
条
件
を

満
た
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
漬
け
方

が
違
う
の
で
、
味
が
違
う
筑
西
き
む
ち

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
舟
善
食
品
工

業
は
白
菜
の
他
に
キ
ャ
ベ
ツ
と
キ
ュ
ウ

リ
の
き
む
ち
も
販
売
し
ま
し
た
。

ち
くっ
タ

グ
ッ

通信
テントは大

盛況！！

２社で350個の筑西きむ
ちを用意しましたが、午
前中の内に売り切れてし
まう大盛況ぶりでした。

　

筑
西
き
む
ち
協
議
会
会
員
の
市
内
の

飲
食
店
７
社
が
、
筑
西
き
む
ち
を
使
っ

た
ア
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
し

た
。
ど
れ
も
た
い
へ
ん
美
味
し
い
メ

ニ
ュ
ー
で
、
全
店
舗
が
目
標
数
量
完
売

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
筑
西
き
む
ち
は
舟
善
食
品
工

業
（
関
本
中　

☎
37

−

２
２
２
０
）
と

菜
香
や
（
下
中
山　

☎
21

−

０
５
６
６
）

で
販
売
さ
れ
る
他
、
筑
西
き
む
ち
協
議

会
に
よ
っ
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
展

し
て
、
販
売
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

筑
西
き
む
ち
協
議
会
で
は
引
き
続
き

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の

あ
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ア
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー
も
完
売
！

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
！

問い合わせ
■
筑
西
き
む
ち
協
議
会
事
務
局
長

勝
田
☎
０
９
０

−

８
７
４
７

−

６
４
６
６

■
ロ
ケ
誘
致
…
ち
く
せ
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
（
観
光
課
内
）
☎
54

−

７
０
１
３

■
ち
っ
く
タ
ッ
グ
…
企
画
課
☎
内
線
４
９
０

ひ
ら
り

豊
年
満
作

玉
龍

ち
く
ま
き
研
究
所
に
し
の
わ
び
さ
び

Torattoria

Ryou59
風
實

各店の

アレンジ

メニュー

１4

筑西市民病院　11 月の外来診療担当医表 



器
）
を
無
償
で
交
換
し
ま
す
。
該
当

す
る
家
庭
や
事
務
所
に
、
市
が
指
定

す
る
業
者
が
訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
期
間
＝
11

月
12
日
（
月
）
～
25
日
（
日
）

問
水
道
業
務
課  

☎
22

－

０
５
０
１

　

道
路
等
の
ご
み
拾
い
を
実
施
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
▼
日
時
＝
11
月
25
日
（
日
）
▼

場
所
＝
市
内
全
域
（
各
地
区
ご
と
に
実

施
方
法
が
異
な
り
ま
す
）
※
詳
細
は
、

　

市
で
は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
が
生

産
し
た
農
畜
産
物
の
原
発
事
故
に
伴

う
放
射
能
汚
染
に
よ
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
食
品
放
射
能
検
査
機
器

を
導
入
し
、
農
畜
産
物
の
放
射
能
測

定
を
11
月
１
日
（
木
）
か
ら
開
始
予

定
で
す
。
※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
左
記
ま
で
。

▼
検
査
場
所
＝
き
ら
い
ち
筑
西
店
内

問
農
政
課　

☎
20

－

１
１
６
１

　

放
射
線
の
正
し
い
知
識
を
普
及
啓

発
す
る
た
め
の
講
座
や
相
談
を
行
う

放
射
線
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま

す
。
▼
内
容
＝
放
射
線
の
基
礎
講
座
、

放
射
線
低
減
化
対
策
に
係
る
手
法
等

の
説
明　

▼
期
間
＝
平
成
25
年
３
月

15
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
午
前
10
時

～
午
後
５
時　

▼
対
象
＝
県
内
の
自

治
会
、
消
費
者
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

各
種
団
体
（
参
加
費
無
料
の
講
座
に

限
る
）
▼
費
用
＝
講
師
の
派
遣
費
用

は
無
料
。
会
場
使
用
料
・
資
料
印
刷
・

参
加
者
取
り
ま
と
め
等
は
各
団
体
で

負
担
。
▼
申
込
期
限
＝
派
遣
日
の
２

週
間
前
ま
で
。
※
詳
し
く
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
（
社
）
茨
城
原
子
力
協
議
会

事
業
課
☎
０
２
９

－

２
８
２

－

３
１
１
１

　

市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
（
協
和
・

明
野
・
関
城
地
区
）
の
販
売
を
開
始

し
ま
す
。
▼
販
売
開
始
日
＝
11
月

１
日
（
木
）
午
前
９
時
～　

▼
対
象

＝
市
内
在
住
・
在
勤
者　

▼
価
格
＝

１
セ
ッ
ト
１
０
，
０
０
０
円
（
１
，

０
０
０
円
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
）

▼
販
売
数
＝
４
，０
０
０
セ
ッ
ト（
１

世
帯
10
セ
ッ
ト
ま
で
）
▼
有
効
期
限

＝
11
月
１
日
（
木
）
～
平
成
25
年
２

月
28
日
（
木
）
▼
販
売
場
所
＝
市
商

工
会
協
和
・
明
野
・
関
城
事
務
所

問
市
商
工
会
各
事
務
所
（
協
和

☎
57

－

２
１
２
４
／
明
野
☎
52

－

５
３
９
７
／
関
城
☎
37

－

６
６
２
１
）

　

計
量
法
に
よ
り
、
使
用
期
限
８
年

が
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水

Information

暮らしの

情報

本庁
☎ 0296-24-2111（代表）

筑西市下中山 732 番地１

関城支所
☎ 0296-37-6111（代表）

筑西市舟生 1040 番地

明野支所
☎ 0296-52-1111（代表）

筑西市海老ヶ島 1300 番地

協和支所
☎ 0296-57-2511（代表）

筑西市門井 1962 番地 2

2012

案

内

▶防災行政無線で放送した内容
を再度聞くことができます。
問消防防災課  ☎内線３６８・３６９

０１２０−０２９６−９９
フリーダイヤル

防 　 災 　 無 　 線
再 応 答 サ ー ビ ス

農
畜
産
物
の
放
射
能
測
定

を
開
始
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）

を
無
償
交
換
し
ま
す

市
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
販
売
開
始

第
２
回
ク
リ
ー
ン
作
戦

放
射
線
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

11.１
11 月は

です児童虐待防止月間
　気付いてください。虐待を受けてい
る子どもはサインを送っています。「虐
待を受けたと思われる子ども」を見つ
けたとき、「おかしいな」と感じたら、
ためらわずに子どもを虐待から救うた
めの行動を起こすことが大変重要です。
　「あなた」からの児童相談所や市へ
の連絡が、子どもを虐待から守るため
の大きな一歩となります。
　虐待を受けているとき、子育てにつ
いて不安を持っているときも、ひとり
で悩まず連絡をしてください。
※連絡をした人が特定されないよう
に、秘密は守られます。

児童虐待とは…【身体的虐待】殴る、蹴る、
激しく揺さぶるなど　　【性的虐待】性的
行為の強要、ポルノグラフィの被写体にす
るなど　　【ネグレクト】食事を与えない、
不潔にするなど　　【心理的虐待】言葉に
よる脅し、無視、兄弟間差別的扱いなど

筑西児童相談所　☎２４−１６１４
市こども課　　　内線２５４
いばらき虐待ホットライン（24時間）

☎０２９３−２２−０２９３

連
絡（
通
告
）先



る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
加
入
手
続
が
お
済
み
で
な

い
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、
早
急
に

手
続
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
筑
西
公
共
職
業
安
定
所
☎
22

－

２
１
８
８
／
筑
西
労
働
基
準
監
督
署
☎
22

－

４
５
６
４
／
茨
城
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室
☎
０
２
９

－
２
２
４

－

６
２
１
３

　

今
年
も
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。募
金
は
、

市
内
在
住
の
要
援
護
世
帯
へ
歳
末
援

護
金
と
し
て
配
分
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
12
月
14
日（
金
）ま
で　

▼

受
付
＝
県
共
同
募
金
会
筑
西
市
支
会

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
22

－

５
１
９
１

　

悪
質
な
業
者
に
よ
る
未
公
開
株
な

ど
の
投
資
勧
誘
の
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
不
審
な
勧
誘
を
受
け
た
場

合
に
は
、
す
ぐ
に
水
戸
財
務
事
務
所

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▼
受
付
＝

平
日
（
正
午
～
午
後
１
時
除
く
）

問
関
東
財
務
局
水
戸
財
務
事
務
所
理

財
課  
☎
０
２
９

－

２
２
１

－

３
１
８
８

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入

手
続
は
お
済
み
で
す
か
？

　

従
業
員
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い

後
日
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課  

内
線
４
０
４
・４
０
５

▼
日
時
＝
平
成
25
年
１
月
13
日（
日
）

受
付　

午
後
１
時
～
１
時
45
分
／
式

典　

午
後
２
時
～
３
時
／
記
念
撮
影

午
後
３
時
10
分
～
４
時
30
分　

▼
対

象
＝
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人　

※
市
外

に
転
出
し
た
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
11
月
以
降
に
電
話
連
絡
が
必
要
）

問
生
涯
学
習
課  

☎
22

－

０
１
８
２

▼
日
時
＝
12
月
５
日
（
水
）
～
毎
週

水
曜
日
・
全
10
回　

午
後
１
時
30
分

～
３
時　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
＝
30
人　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者　

▼

持
参
品
＝
動
き
や
す
い
服
装　

▼
申

込
期
限
＝
11
月
９
日
（
金
）
ま
で

申
問
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
23

－

１
６
１
６
（
月
曜
休
館
）

▼
日
時
＝
12
月
８
日
（
土
）【
午
前

の
部
】
午
前
９
時
30
分
～　
【
午
後

の
部
】
午
後
１
時
30
分
～　

▼
場
所

＝
関
本
公
民
館
調
理
室　

▼
対
象
＝

市
内
在
住
・
在
勤
者　

▼
定
員
＝
各

部
30
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
費
用
＝
材
料
費
３
，
４
０
０
円　

▼
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
米
１
合　

▼
申
込
期
限
＝

11
月
16
日
（
金
）
ま
で
（
月
曜
休
館
）

申
問
関
本
公
民
館  

☎
37

－

６
６
２
６

▼
期
間
＝
11
月
１
日
（
木
）
～
12
月

20
日
（
木
）
毎
週
木
曜
日
・
全
８
回

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分　

▼

定
員
＝
20
人　

▼
参
加
費
＝
３
，

５
０
０
円　

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
で
、

医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な

い
人　

▼
内
容
＝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か

ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
レ
ベ
ル
で
の
初
心
者

向
け
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

※
申
込
み
は
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

問
あ
け
の
元
気
館
☎
52

－

７
１
１
１

あ
け
の
元
気
館
「
は
じ
め

て
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
」

公
民
館
講
座
（
12
月
開
講
）

「
は
じ
め
て
の
太
極
拳
」

み
そ
作
り
講
座

募

集

悪
質
な
投
資
勧
誘
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
期
間
で
す

25
年
度
成
人
式
日
程

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

地
区

場       

所

下
館
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
（
玉
戸
）

関
城
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
ペ
ア
ー
ノ
）

明
野
明
野
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
イ
ル
・

ブ
リ
ラ
ン
テ
）

協
和
協
和
公
民
館
ホ
ー
ル

　新規就農者に、経営が安定するまでの最長５年間、
年間 150 万円を支給する制度が 10 月から始まりまし
た。支給対象者は下記の要件をすべて満たす必要が
あります。

【条件】◆独立・自営就農時の年齢が 45 歳未満で、平
成 20 年４月以降に就農していること。◆給付金を除
いた本人の前年の所得の合計が 250 万円未満であるこ
と。（就農初年を除く）◆独立・自営就農であり、自
ら作成した経営開始計画により主体的に農業経営を行
っていて、具体的に次の①〜⑤を全て満たすこと。
①農地の所有権又は利用権を支給対象者が有し、かつ、
支給対象者の所有と親族以外からの貸借が主であるこ
と。②主要な機械・施設を支給対象者が所有又は借り
ていること。③生産物や生産資材等を支給対象者の名
義で出荷・取引すること。④給付対象者の農産物等の
売上げや経費の支出などの収支を給付対象者の名義の
通帳及び帳簿で管理すること。⑤支給対象者が農業経
営に関する主宰権を有していること。
※他にもいくつかの条件があります。申請様式等、
詳しくは市ホームページをご覧になるか、農政課に
お問い合わせください。

申問農政課　☎２０−１１６１

青 年 就 農 給 付 金（ 経 営 開 始 型 ）
新規就農者を応援します！

ＡＳＫスポーツクラブ館西
《バドミントン、卓球、ソフトバレー
ボールの軽スポーツ、バランスボー
ル教室、太極拳教室》

【日時】11 月１・８・15・22・29 日（木）、
16 日（金）午後 7 時〜　【場所】下
館総合体育館　【年会費】小・中学生
4,000 円　高校生・一般 5,000 円（ク
ラブ費、保険料含む）　【持参品】体育
館用シューズ、運動のできる服装
申問ＡＳＫスポーツクラブ館西事務局

（下館総合体育館内）☎２８−５０４０

▶テーマ＝春夏秋冬の筑波山　▶撮影場所＝筑西広域
圏（結城市、筑西市、桜川市）内　▶応募方法＝Ｌ判以
上のカラープリント版（縦、横自由）の裏面に撮影場所、
撮影年月日、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号
を明記し、下記までメール又は郵送か直接事務局まで。
▶応募期限＝ 11 月 21 日（水）▶応募条件＝採用され
た場合、撮影者の意図に反し、絵柄の一部をカット等
した状態で掲載する場合があります。また、使用作品
の版権は当組合に帰属し、応募作品は返却しません。
▶発表＝採用者には、組合広報紙発行前に直接通知し、
紙面で紹介します。（表紙の下部に撮影者の名前を掲載）
広報紙発行後、圏内の特産品等を進呈します。

申問筑西広域市町村圏事務組合事務局企画財政課
☎２２−７９７９　FAX２２−７３８６
〒 308-0803 直井 1076  メール ji-kikaku@tikusei.or.jp

筑西広域市町
村圏広報紙

表紙を飾る筑波山
の写真を大募集 !!「ちくせい」

　県の歴史を知り、郷土の発展と飛躍を願
う日です。県内施設では、無料開放・入場

料割引や様々なイベントがあります。ぜひお出かけく
ださい。※詳しくは、県ホームページをご覧ください。
問県広報広聴課　☎０２９−３０１−２１２８

11月13日は県民の日です



試
験
日
＝
平
成
25
年
１
月
９
日（
水
）

申
問
茨
城
県
結
城
看
護
専
門
学
校

☎
０
２
９
６

－

33

－

１
９
２
２

『
三
所
線
跡
地
を
歩
こ
う
』

▼
日
時
＝
11
月
24
日
（
土
）
午
前
８

時
30
分
集
合
（
場
所
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
）
▼
コ
ー
ス
＝
元
飛
行

場
か
ら
三
所
線
駅
（
約
８
キ
ロ
）
を

ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。
▼
対
象
＝
小

学
校
高
学
年
児
童
、
そ
の
保
護
者
、

友
人　

▼
参
加
費
＝
大
人
５
０
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
（
保
険
料

含
む
、
お
に
ぎ
り
と
け
ん
ち
ん
汁
を

用
意
し
ま
す
）
▼
定
員
＝
先
着
50
人

申
問
梨
想
の
会
事
務
局

☎
37

－

７
５
９
６

◆
時
間
は
全
て
午
前
10
時
〜
正
午

【
場
所=

関
城
保
健
セ
ン
タ
ー
】

①
『
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
』
生
後

２
か
月
〜　
▼
開
催
日
＝
11
月
２
日

（
金
）
▼
費
用
＝
８
０
０
円　

▼
定
員

＝
10
組　

▼
持
参
品
＝
バ
ス
タ
オ
ル
・

タ
オ
ル
各
１
本
、
赤
ち
ゃ
ん
の
飲
料
水

②
『
子
育
て
広
場
』
▼
開
催
日
＝
11

月
９
日
（
金
）・
21
日
（
水
）・
26
日

（
月
）
※
予
約
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

③
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
『
簡
単
な
家
計

簿
の
つ
け
方
と
保
険
の
仕
組
み
が
分

か
る
セ
ミ
ナ
ー
』
▼
開
催
日
＝
11
月

16
日
（
金
）
▼
定
員
＝
15
組

④
『
０
歳
、
１
歳
児
交
流
会
』
▼
開

催
日
＝
11
月
14
日
（
水
）・
30
日
（
金
）

▼
定
員
＝
各
日
15
組

⑤
『
２
歳
、
３
歳
児
交
流
会
』
▼
開
催

日
＝
11
月
12
日
（
月
）
▼
定
員
＝
15
組

【
場
所
＝
つ
く
し
保
育
園
学
童
ル
ー
ム
】

①
『
タ
イ
式
ヨ
ガ
教
室
』（
子
連
れ
可
）

▼
開
催
日
＝
11
月
７
日
（
水
）
▼
費
用

＝
８
０
０
円　

▼
定
員
＝
10
人　

▼

持
参
品
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
バ
ス
タ

オ
ル
、
飲
料
水
、
動
き
や
す
い
服
装

②
『
英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク
』
▼
開
催
日

＝
11
月
28
日
（
水
）
▼
定
員
＝
15
組

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
な
ご
み 

北
原

☎
０
９
０

－

８
８
１
６

－

９
９
９
６

【
市
民
ウ
ォ
ー
ク　

11
月
４
日

（
日
）】
▼
市
役
所
に
午
前
８
時
集
合

【
鮭
遡
上
と
真
岡
線
Ｓ
Ｌ
観
賞
ウ
ォ

ー
ク　
11
月
11
日
（
日
）】
▼
集
合

＝
下
館
駅
に
午
前
９
時
30
分
（
10
時

出
発
）
▼
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
先

着
50
人
に
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
贈
呈

他
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
抽
選
会
有
り
）

【
里
見
富
士
・
滝
巡
り
ハ
イ
キ
ン
グ

11
月
14
日
（
水
）】
▼
出
発
場
所
・
時

間
＝
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
午
前

６
時　

▼
参
加
費
＝
一
般
６
，
０
０
０

円
（
バ
ス
・
入
浴
料
・
保
険
料
込
）

【
龍
神
峡
散
策　
11
月
25
日
（
日
）】

　

県
女
性
プ
ラ
ザ
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
実
践
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
▼
日
時
＝
12
月
９
日
（
日
）
市

役
所
か
ら
バ
ス
で
午
前
９
時
30
分
出

発
、
午
後
５
時
30
分
帰
着
予
定　

▼

場
所
＝
レ
イ
ク
エ
コ
ー
（
行
方
市
）

▼
講
師
＝
川か
わ
ば
た畑
の
ぶ
こ
氏
（
断
捨
離

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
▼
定
員
＝
30
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
＝
昼
食
代
８
０
０

円　

▼
申
込
み
＝
11
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
で
左
記
ま
で
申
込
み
。

申
問
市
民
協
働
課　

☎
23

－

１
６
０
０
（
月
曜
休
み
）

▼
内
容
＝
駐
屯
地
の
諸
行
事
に
対
す
る

意
見
要
望
の
聴
集
及
び
駐
屯
地
モ
ニ
タ

ー
会
議
へ
の
参
加
等　

▼
定
員
＝
５
人

▼
期
間
＝
平
成
25
年
４
月
１
日
～
平

成
26
年
３
月
31
日　

▼
対
象
＝
60
歳

位
ま
で
の
社
会
人　

▼
申
込
期
限
＝

平
成
25
年
１
月
31
日
（
木
）
ま
で

申
問
陸
上
自
衛
隊
古
河
駐
屯
地
広
報

班　

☎
０
２
８
０

－

32

－

４
１
４
１

　
　
　
　
　
　

▼
受
験
資
格
＝
高
校
又
は
中
等
教
育

学
校
卒
業
者
又
は
来
年
３
月
卒
業
見

込
者
等　

▼
願
書
受
付
＝
11
月
26
日

（
月
）
～
12
月
７
日
（
金
）
▼
一
次

イ
ベ
ン
ト
は
全
て
た
ま
り
場
・
た
ろ
う
で
開
催

【
弾
き
が
た
り
ミ
ニ
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
】

▼
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　

午
後
６
時
～
９

時　

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円

【
読
ん
だ
り
聞
い
た
り
し
ゃ
べ
っ
た
り
】

▼
日
時
＝
11
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円

【
ア
キ
ラ
の
説
法
か
ふ
ぇ
】
僧
侶
の
よ
も
や

ま
話　

▼
日
時
＝
11
月
10
・
24
日
（
土
）
午

後
６
時
～
９
時　

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円

【
人
力
車
青
空
シ
ョ
ッ
プ
】
▼
日
時
＝
11

月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
３
・
11
笑
顔
く
ら
し
づ
く
り
交
流
会
】

ラ
ン
チ
を
楽
し
み
な
が
ら
避
難
者
の
方
と

地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い　

▼
日
時
＝
11
月

11
日
（
日
）
午
前
11
時
30
分
～
２
時
30
分

【
ワ
ン
コ
イ
ン
寺
子
屋
】

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
学
び
ま
す　

▼

日
時
＝
11
月
13
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円

【
筆
遊
び
教
室
】
▼
日
時
＝
11
月
17
日
（
土
）
午

後
２
時
～
４
時　

▼
参
加
費
＝
１
，
３
０
０
円

問
小
松
﨑
☎
０
９
０

−

１
７
９
７

−

３
０
４
５

♪　た　ま　り　場　楽　校　♪

♪
対
象
＝
幼
児
・
児
童
・
保
護
者
♪

【
夢
く
ら
ぶ
】▼
日
時
＝
11
月
10
日（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時　

▼
場
所
＝
関
本
公

民
館
図
書
室

問
小
川　

☎
37

−

３
７
２
９

【
読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て
姫
】
▼
日
時

＝
11
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

問
飯
山　

☎
57

−

６
７
８
２

【
野
ば
ら
の
会
】
▼
日
時
＝
11
月
17
日

（
土
）
午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
中
央

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

問
菅
原　

☎
28

−

６
６
５
１

【
あ
す
な
ろ
の
会
】
▼
日
時
＝
11
月
25

日
（
日
）
午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
中

央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

問
手
面　

☎
24

−

４
５
４
７

【
協
和
お
は
な
し
会
】
▼
日
時
＝
11
月

27
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

問
岩
渕　

☎
57

−

４
４
９
８

読 み 聞 か せ

茨
城
県
結
城
看
護
専
門
学
校

25
年
度
一
般
入
学
生
募
集

第
５
回
関
城
地
区
史
跡
文

化
散
策
子
ど
も
ウ
ォ
ー
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ

母
親
支
援
・
子
育
て
支
援

25
年
度
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
募
集

講
演
会「
断だ

ん
し
ゃ
り

捨
離
の
す
す
め
」



＝
各
30
組
程
度　

◆
参
加
費
＝
１
組

２
０
０
円
（
保
険
・
昼
食
込
）

【
秋
の
外
遊
び
】
▼
日
時
＝
11
月
14
日

（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

▼
申

込
期
限
＝
11
月
11
日
（
日
）
ま
で

申
問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

協
和
支
部　

中
島
☎
57

－
６
６
５
７

☎
０
８
０

－

１
０
３
６

－

８
６
６
３

【
秋
の
外
遊
び
（
木
の
葉
・
木
の
実

を
拾
っ
て
自
然
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
）】
▼
日
時
＝
11
月
21
日
（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時　

▼
申
込
期

限
＝
11
月
15
日
（
木
）
ま
で

申
問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

下
館
支
部　

野
澤
☎
24

－

８
３
８
３

▼
日
時
＝
11
月
10
日
（
土
）・
11
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

（
バ
ザ
ー
は
午
前
10
時
～
）
※
雨
天

決
行　

▼
場
所
＝
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
し
ら
と
り
」（
上
平
塚
）

問
ピ
ア
し
ら
と
り

☎
25

－

０
８
３
３

▼
参
加
費
等
詳
細
は
要
問
い
合
わ
せ

【
筑
波
山
ハ
イ
キ
ン
グ　
毎
週
金
曜

日
】
３
時
間
か
け
励
ま
し
あ
い
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
登
り
ま
し
ょ
う
。
▼
集

合
場
所
・
時
間
＝
筑
波
山
神
社
前
・

午
前
９
時　

※
現
地
が
登
下
山
予
定

時
間
帯
に
降
雨
予
報
の
場
合
中
止

申
問
筑
西
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
合
会

鳥
生　

☎
FAX
20

－

３
３
８
６　

☎
０
８
０

－

１
０
９
０

－

５
７
４
８

【
生
涯
学
習
奨
励
単
位
認
定
該
当
事
業
】

今
年
度
８
回
目
。
▼
演
題
＝
信
長
・

秀
吉
・
家
康
に
見
る
人
間
像　

▼
講

師
＝
宮み
や
も
と本
朔さ

く
お夫
氏
（
元
下
館
市
文
化

財
保
護
審
議
委
員
）
▼
日
時
＝
11
月

20
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分　

▼
場
所
＝
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
ペ
ア
ー
ノ
）
▼
定
員
＝
50
人

程
度　

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
資

料
、
会
場
借
料
な
ど
実
費
）
▼
申
込

期
限
＝
当
日
午
前
中
ま
で

申
問
き
ら
め
く
筑
西
市
民
の
会

鳥
生　

☎
FAX
20

－

３
３
８
６　

☎
０
８
０

－

１
０
９
０

－

５
７
４
８

▼
日
時
＝
11
月
18
日
（
日
）
午
前
８

時
45
分
～
午
後
０
時
５
分　

▼
場
所

＝
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ペ
ア
ー

ノ
）
▼
内
容
＝
市
内
小
中
学
生
に
よ

る
活
動
・
学
校
紹
介
、
童
謡
歌
手
坂

入
姉
妹
講
演
会　

▼
入
場
無
料

問
生
涯
学
習
課  

☎
22

－

０
１
８
２

「
ヒ
ィ
、
ヒ
ィ
、
フ
ー
」
の
呼
吸
で

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
！　
▼
日
時
＝
11

月
19
日
（
月
）
午
前
９
時
20
分
～
正

午　

▼
場
所
＝
明
野
保
健
セ
ン
タ
ー

（
あ
け
の
元
気
館
内
）
▼
持
参
品
＝

母
子
健
康
手
帳
、
飲
み
物
、
体
操
が

で
き
る
服
装

申
問
健
康
づ
く
り
課☎

22
－

０
５
０
６

▼
日
時
＝
11
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時

～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
ペ
ア
ー
ノ
）
南
側
特
設

会
場　

▼
内
容
＝
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ

ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
の
ど
自
慢
大
会
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
関
城
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
隊
、
抽
選
会
他

問
市
商
工
会
関
城
事
務
所

☎
37

－

６
６
２
１

◆
１
～
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者
対
象

◆
会
場
＝
県
西
総
合
公
園　

◆
定
員

イ
ベ
ン
ト

第
７
回
筑
西
市
教
育
の
集
い

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

関
城
商
工
ま
つ
り

し
ら
と
り
ま
つ
り

歴
史
講
話
（
筑
西
市
史
を

中
心
に
）
⑲  

参
加
者
募
集

まちづくりカフェピーチ（二木成）
【
こ
そ
だ
て
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
】
子
守
唄
指
導

等  

▼
日
時
＝
11
月
２・
９・16・30
日
（
金
）

午
前
10
時
〜　
▼
参
加
費
＝
２
０
０
円

【
地
産
地
消
の
試
食
会
】
塩
こ
う
じ
を
使
っ

て
地
産
の
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
ま
し
ょ

う
。
▼
日
時
＝
11
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時

〜　
▼
定
員
＝
20
人　
※
要
予
約
、
無
料

【
料
理
教
室
・
す
だ
れ
ふ
三
昧
】
ち
ら
し
寿
司
、

ご
ま
あ
え
、
ぜ
ん
ざ
い
風
　
▼
日
時
＝
11
月

12
日
（
月
）
午
前
10
時
〜　
▼
定
員
＝
20
人

（
要
予
約
）
▼
参
加
費
＝
１
，
０
０
０
円　
▼

講
師
＝
中
川
氏
（
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん
工
房
）

【
ヨ
ガ
・
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
】
▼
日
時
＝
11

月
21
日
（
水
）
午
前
10
時
〜　
▼
参
加
費

＝
５
０
０
円　
▼
講
師
＝
鯨
井
陽
子
氏　

▼
持
参
品
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
か
ら
だ
に
や
さ
し
い
料
理
教
室
】
添
加

物
を
使
用
し
な
い
か
ら
だ
を
考
え
た
料
理

▼
日
時
＝
11
月
29
日
（
木
）
午
前
10
時

〜　

▼
持
参
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

お
は
し
、
筆
記
用
具　

▼
参
加
費
＝
１
，

０
０
０
円　
▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

古
谷
☎
０
９
０

−

８
８
７
６

−

１
９
９
１

【
ひ
き
こ
も
り
さ
ん
の
た
ま
り
場
】
▼
日

時
＝
毎
週
火
曜
日　
午
後
１
時
〜
５
時

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円　

▼
相
談
員
＝

「
ア
イ
ネ
ッ
ト
」
浅
沼
氏

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
保
健
室

☎
０
８
０

−

６
７
７
９

−

０
８
４
６

●会場は全てまちづくりカフェ・ピーチ しもだて美術館

ギャラリーコンサート
11/18　 13：30 〜（日）

▶場所＝美術館北側ロビー　▶定員＝ 80 人
▶演奏＝（財）いばらき文化振興財団登録アー
ティスト（クラリネット奏者４人）

問しもだて美術館　☎ 23-1601

モーツァルト「フィガロの結婚」より、シュー
マン「トロイメライ」、坂本九メドレー　ほか

当日に限り、高校生以下のお子さん連
れのご家族は、展覧会の入館料も無料。

入 場
無 料

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
べ

る
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト

【バザー＆模擬店】＜両
日＞利用者作品（手芸

品、陶芸製品他）、手作りみそ、
しらとりパン、野菜、園芸品他

【催し物】＜両日＞熱気球搭乗
会、お笑い芸人ライブ、ステー
ジ（フラダンス、和太鼓など）
＜ 10 日＞豪華賞品大抽選会、
ご当地ヒーローイバライガーシ
ョー　＜ 11 日＞豪華景品ビン
ゴ大会、下妻ご当地アイドルし
もんＣＨＵライブ

内容



▼
日
時
＝
11
月
16
日
（
金
）
～
18
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
▼
場

所
＝
川
島
公
民
館
２
階
展
示
ホ
ー
ル

問
下
館
・
結
城
日
本
画
教
室

萩
原　

☎
28

－

１
９
１
９

▼
日
時
＝
11
月
18
日
（
日
）
午
後
１

時
開
場
／
１
時
30
分
開
演　

▼
場
所

＝
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
シ
ト

ラ
ス
（
桜
川
市
）
▼
曲
目
＝
第
１
部  

：
オ
リ
ジ
ナ
ル　

第
２
部
：
ギ
タ
ー
合

奏
・
三
重
奏
（
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
・

ピ
ア
ノ
）
第
３
部
：
東
日
本
の
音
楽

と
ラ
テ
ン
音
楽　

▼
入
場
無
料

問
中
里　

☎
22

－

２
３
１
７

お
は
な
し
会
『
め
ざ
せ
骨
盤
美
人
マ

マ
！　
〜
骨
盤
調
整
ヨ
ガ
〜
』
▼
日

時
＝
11
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時
～

正
午　

▼
講
師
＝
大お
お
ば羽
加か

な

り
奈
里
（
ヨ

ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
▼
場
所
＝

関
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象

＝
妊
婦
さ
ん
、
子
育
て
中
の
マ
マ

※
要
予
約
、
で
き
れ
ば
お
昼
の
お
に

ぎ
り
と
お
茶
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
小
島　

☎
37

－

６
８
７
４

▼
日
程
・
会
場
＝
①
11
月
26
日
（
月
）・

結
城
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ク
ロ
ス

練
習
室　

②
11
月
27
日
（
火
）・
し
も

だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室　

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午　

▼
資

料
代
５
０
０
円　

▼
託
児
＝
１
歳
以

上
の
お
子
さ
ん
、料
金
３
０
０
円
（
お

や
つ
、
保
険
料
含
む
）
※
要
予
約

申
問
小
山
友
の
会
結
城
支
部
・
筑

西
支
部　

上
原
☎
32

－

８
９
５
７
／

渡
辺　

☎
24

－

０
２
２
５

▼
日
時
＝
11
月
８
日
（
木
）
午
前
10

時
30
分
～　

▼
場
所
＝
た
か
の
す
公

園
（
雨
天
時
は
な
か
よ
し
る
ー
む
）

▼
内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
リ

ズ
ム
体
操
、
ゲ
ー
ム
他　

▼
対
象
＝

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

問
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

栗
原　

☎
24

－

８
０
７
０

　

二
宮
尊
徳
翁
ゆ
か
り
の
18
市
町
村

が
一
堂
に
集
い
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
に
つ
い
て
学

び
あ
い
、
思
い
を
伝
え
あ
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
17
日
（
土
）
午
前
８

時
50
分
開
演（
受
付
は
８
時
30
分
～
）

▼
場
所
＝
御
殿
場
市
民
会
館
（
御
殿

場
市
萩
原
１
８
３

－

１
）
▼
テ
ー
マ

＝
報
徳
仕
法
か
ら
学
ぶ
「
未
来
を
紡

ぐ
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
」

問
御
殿
場
市
大
会
実
行
委
員
会

☎
０
５
５
０

－

82

－

０
３
３
９

生
涯
学
習
課　

☎
22

－

０
１
８
３

 『
第
１
回
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー　
Ｊ
☆

Ｃ
Ｏ
Ｍ
』
▼
日
時
＝
12
月
22
日
（
土
）

午
後
５
時
～
８
時
（
受
付
は
４
時

～
）
▼
会
場
＝
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー

ル
（
玉
戸
）
▼
参
加
費
＝
男
性
５
，

０
０
０
円　

女
性
＝
１
，
０
０
０
円

▼
対
象
＝
独
身
男
女
各
１
０
０
人

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
申
込

期
限
＝
11
月
30
日
（
金
）
ま
で

申
問
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
本
店
営
農

経
済
部　

☎
25

－

６
６
０
２

FAX
25

－

６
６
７
７

第
18
回
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ

ト
（
御
殿
場
市
大
会
）

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
＆
Ｊ
Ａ
常
総

ひ
か
り「
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」

あ
お
ぞ
ら
ほ
い
く

第
７
回
下
館
・
結
城
日
本

画
教
室
展
（
入
場
無
料
）

第
７
回
下
館
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
定
期
演
奏
会

の
の
は
な
自
然
育
児
の
会

家
事
家
計
講
習
会

第７回
ウエルカム   　　　　 at 筑西サーモン
　今年も鮭が産卵のために勤行川に遡上す
る季節となりました。遡上の様子を見学し、
生命の神秘を感じてください。

■鮭おかえりな祭
▶期間＝ 11月４日（日）〜 12月２日（日）
▶場所＝市役所から中舘観音寺までの勤行
川の橋の上がおすすめ見学スポットです。

■スタンプラリー
　鮭の遡上説明会、ちくせい観光ボラン
ティアガイド協会による社寺名所案内。
▶日時＝ 11 月 24 日（土）午前 10 時〜
午後２時（受付は 10時〜正午）▶スター
ト地点＝しもだて地域交流センター前

■鮭の稚魚放流会
▶日時＝平成 25年２月 10日（日）午前
10時〜　▶場所＝勤行緑地（中舘観音寺東）

問鮭おかえりな祭実行委員会事務局
　ホテルニューつたや　☎２４−８１８１

ち
く
せ
い
薪
能

【
場
所
】
羽
黒
神
社
（
雨
天
時
は
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ホ
ー
ル
）

【
演
目
】
狂
言
「
棒
縛
」
和
泉
流　
シ
テ

小
笠
原
匡　
／　
能
「
船
弁
慶
」
観
世

流　
シ
テ　
梅
若
修
一

【
チ
ケ
ッ
ト
料
金
】
３
，
０
０
０
円

【
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
】
平
成
ホ
テ
ル
、
下

館
ゴ
ー
タ
ク
駅
前
本
社
３
階
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
、
サ
ン
ク
ス
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
☎

０
５
７
０

−　
−

９
９
９
９
）11   17月　    日（土）

17：30 開場 / 18:30 開演
ちくせい市伝統芸能の会主催
問生涯学習課   ☎２２−０１８３

02



相談日時 11 月 16 日（金）午前 10 時〜正午
相談会場 明野農村環境改善センター（新井新田）
相 談 員 弁護士

予　　約
11 月５日（月）午前９時から、社会福
祉協議会（☎ 22-5191）で電話受付開始

（市内在住の人・定員５人、受付順）

＊要予約  ＊秘密厳守・無料 法律相談 （社協）

相談日時 相談会場 予約先
11 月８日（木）
午後１時〜３時 協和保健センター 健康づくり課

☎ 22-0506
11 月 13 日（火）
午前10時〜11時

筑西保健所
筑西保健所
☎ 24-3911
（代表）11 月 26 日（月）

午後 4 時〜 5 時

こころの健康相談 ＊要予約  ＊秘密厳守・無料

▼
日
時=
11
月
11
日
（
日
）
午
前
10

時
～
正
午　

▼
場
所
＝
市
役
所
駐
輪

場　

※
犬
は
き
ち
ん
と
リ
ー
ド
を
し

て
散
歩
が
で
き
る
人
に
譲
り
ま
す
。

※
譲
り
た
い
人
は
事
前
申
込
必
要
。

問
ア
ニ
マ
ル
ブ
ン
ブ
ン　

斉
藤

☎
０
９
０

－

９
６
４
１

－

１
８
５
７

　

法
テ
ラ
ス
で
は
、
平
成
23
年
３
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
発
生
日
時
点

で
筑
西
市
内
に
自
宅
が
あ
っ
た
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
人
は

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
法
テ
ラ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

－

０お

な

や

み

な

し

７
８
３
７
４

（
受
付
は
平
日
午
前
９
時
～
午
後
９

時
、土
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

『
あ
な
た
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
』

　

悩
み
を
持
っ
た
女
性
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
専
用
電
話
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク

ハ
ラ
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
、
女
性
に

対
す
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
※
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
12
日
（
月
）
～
18
日

（
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５

時
）
▼
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
職
員　

▼
相
談
電
話
番
号
＝

☎
０
５
７
０

－
０
７
０

－

８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
９
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▶対象＝ ｢均衡（バランス）のとれた体力づくり｣
に関心のある人　▶定員＝各先着 30 人（※明野会
場のみ 20 人）▶服装＝運動のできる服装、運動靴
▶持参品＝バスタオル、タオル、飲み物
問健康づくり課   ☎２２−０５０６
市健康運動普及員会会長 鳥生厚夫 ☎ 080-1090-5748

地区 開　催　日 会　場

下館

11 月１日（木）
13:30 ～ 15:00

地域交流センター
セミナールーム

11 月 12 日・26 日（月）
13:30 ～ 15:00 スピカ３階

健康ひろば11 月５日・19 日（月）
13:30 ～ 15:00  ※男性のみ

関城 11 月７日（水）
13:30 ～ 15:00

ペアーノ
リハーサル室

明野

11 月６日・20 日（火）
13:30 ～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

11 月 13 日・27 日（火）
13:30 ～ 15:00

宮山ふるさとふれ
あい公園　ホール

協和 11 月２日・16 日（金）
13:30 ～ 15:00 協和総合センター

健康運動教室（筑西はつらつバラエティー体操）

地区 開　催　日 会　場

下館

11 月９日・30 日（金）
13:30 ～ 15:00 地域交流センター

11月７日・14日・21日（水）
13:30 ～ 15:00

スピカ３階
健康ひろば

関城 11 月１日・15 日（木）
13:30 ～ 15:00

ペアーノ　
1 階会議室

明野 11 月５日・19 日（月）
13:30 ～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

協和 11 月７日・21 日（水）
13:30 ～ 15:00

協和公民館
ホール

▶対象＝おおむね 60 歳以上　▶定員＝各先着 30
人（※明野会場のみ 20 人）▶服装＝動きやすい服
装　▶持参品＝タオル、飲み物
問健康づくり課　☎２２−０５０６
市いきいきヘルス会会長 渡邉吉孝 ☎ 090-1995-9584

いきいきヘルス体操教室

生涯学習奨励単位／健康づくり奨励単位認定該当事業

【相談日時】11 月 22 日（木）午後１時〜３時（法律相談は４時まで）
【場所】下館武道館２階

相談員 申込み

人権相談 人権擁護委員
（法務大臣委嘱） 事前申込不要

（当日来訪順受付）行政相談 行政相談委員
（総務大臣委嘱）

法律相談
（市内在住の人） 弁護士 ☆ 11 月 12 日（月）午前 9 時から、広報広

聴課にて電話予約受付開始（先着８人）
人権相談…問人権推進課  内線２５３         ／  行政・法律相談…問申広報広聴課  内線３１４

生活の困りごと相談（市）＊秘密厳守・無料

＊要予約  ＊秘密厳守  ＊無料
▶実施日＝ 11 月８日（木）
・専門相談＝ 13:30 〜 14:30
・家族教室＝ 14:30 〜 16:00
【ひきこもり当事者の居場所】
ひきこもりの本人が、自宅以外に過
ごせる場所をはじめました。
※家族教室と居場所への参加は事
前に面接を行ってからとなります。
申問筑西保健所  ☎２４−３９６５

ひ き こ も り 相 談

　子どもたちのいろいろな
悩みについて、専門の相談
員が電話相談・面接相談に
応じます。
▶日時＝毎週月・水・金曜
　　　　日の午後１時〜５
　　　　時（祝日除く）
▶場所＝市青少年センター

（スピカビル３階）
問☎２４−６０８１（直通）

青 少 年
な ん で も 相 談

　お子さんの問題行動（不登校・ひ
きこもり・家庭内暴力等）で苦しま
れている保護者及び当事者のため
の相談会を開催します。
▶日時＝ 11 月 21 日（水）午後１
時 30 分〜５時　▶場所＝しもだて
地域交流センター２階研修室　▶
資料代＝ 300 円
問アイネット　浅沼
　☎０９０−３１４０−４８６５

不 登 校 ・ ひ き こ も り の
解 決 に む け て

犬
・
猫
の
譲
渡
会

東
日
本
大
震
災
法
律
援
助

事
業
（
無
料
法
律
相
談
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

相

談

1 1 月 の 納 期

納期限：11月 30日（金）

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 （ ５ 期 ）
問医療保険課　内線２４０・２５２

国民健康保険税（５期）問医療保険課  内線２４１
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人口＝男 52,848 人　女 53,987 人　計 106,835 人　世帯数＝ 35,729 戸（平成 24年 10月１日現在・常住人口）


	1
	2-5
	6-9
	10-13
	14-17
	18-23
	24.pdf



